
財調査報告書 第11冊
〒■|  イ 載:域ェ

奪 嬢鍵麹簸

郡家今城追跡発掘調査報 圭
Ｈ

― I甲願器晩幾違構の調査―

11議言、と言議縫  |11

1壽 t鰻

‐
 ―|

藻爾守  1lH喜衰:I   I↑

缶 とユニR

一口【］

≡́一・　工一い一一一一二醇韓Ｆ

騨碑騨牌蝸翠麟

筆輩“譲韓韻当

十
一
　

　

　

・一　

　

　

慕
一

一一一
」ｒ，　　　　　　　　　　　　オ繰一

か
絲
麟
饉
醸
い癬
解
騨
・



高槻市文化財調査報告書 第 11冊

郡家今城遺跡発掘調査報告書

一 旧石器時代遺構の調査 一

高 槻 市 教 育 委 員 会



丹波山地か ら連なる洪積丘陵は、本市のほぼ中央に位置 し、三島地方にお

ける文化の黎明を知 るうえで、重要な地域 となってお ります。

この洪積丘陵か ら広がる沃野には、本市 を等分す るかのように芥川・桧尾

川・女瀬
'IIの

3河
'IIが

南流 し、 ともに淀ナIIへ とそそいでいます。

この芥川 と女瀬川に囲まれたところには、史跡今城塚古墳 をは じめ、鳴上

郡衛跡など淀川には ぐくまれた文化 を理解するうえで欠 くことのできない重

要な遺跡群が存在 しています。

とくに、近年の発掘調査により、三島地方の最初の住人 ともいうべ き旧石

器時代人のあしあとの広が りが知 られるようにな り、全国的にも注 目される

ようになってきてお ります。近い将来、遠 き古代の姿 を復原することも可能

であるといえましょう。

このような貴重な文化遺産 を保存・保護 してい くことは、われわれに課せ

られた責務であ ります。 しか し、急激で持続す る開発の波により、貴重な文

化財が少なか らず消滅 しつつある今 日、これらの文化財 を保存・保護 してい

くことはたいへん困難 となってきてお ります。

さて、 ここにまとめ ました報告書は、 本市教育委員会が日召和 48=午～49=年 に

かけて調査 をおこないました郡家今城遺跡の調査報告書であ ります。本調査

では、奈良時代の村落 も明 らかになってお りますが、 とくに本書は旧石器時

代の遺構 をとりあげたものであ ります。この報告書が、旧石器時代研究や、

私たちの祖先のあゆみ を知 るうえで少 しでも役立つならば幸いに存 じます。

なお、調査および調査報告書の刊行にあた り、御協力をいただきました関

係各位に心か ら感謝の意 を表 します。

1978年 3月

高槻市教育委員会

教育長 平 井 正 吾
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い した。
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方 に協 力 を得 た。記 して感謝 の意 を表 します。
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PLATE   l   a.郡 家今城遺跡航空写真

b.遺跡遠景 (南側上空か ら )

2  調査地区全景 (南側か ら )

3  a.発 掘地区全景 (南東側か ら)

b.発掘地区全景 (北西側か ら )

4  a.A群 の遺物出土状況(南側か ら)

b.B群 の遺物出土状況(北西側か ら )

5  a.C群 の遺物 出上状況(北西側か ら )

b.Clブ ロックの遺物出土状況(西aUか ら)

6  a,C群 の遺物出土状況 (西側か ら)

b・ C2ブ ロツクの遺物出土状況(南佃Uか ら)

7  a,D3ブ ロツク・ F群の遺物出上状況(西側か ら )

b.D4ブ ロックの遺物出土状況(西佃Jか ら)

8  a.F群 の遺物出土状況(南東側か ら )

b.F虫 ブロツクの遺物出土状況(南側か ら)

9  a.Flブ ロックの遺物出土状況(南偵Jか ら)

b.Fェ ブロックの遺物出土状況(細部・南側か ら)

10  a.G群 の遺物出土状況 (南側か ら)

b.G群 の遺物出土状況 (南側か ら)

Il  a,H群 の遺物 出土状況 (西側か ら)

b.Hlブ ロックの遺物出上状況(西側か ら)

12  a.A群 出上のナ イフ形石器 (B面 )

b.同  上 (A面 )

13  a.A群 出上のナ イフ形石器 。二次力Π工のある予U片 ・翼状手」片 (B面 )

b.同  上 (A面 )

i4  a.A群 出上の翼状象U片 ・叩き石 (B面 )

b.同  上 (A面 )

15  a.A群 出上の翼状手1片 と接合最1片 (1) b.同  左 (2)
c.同  上 (3) d.A群 出上の制片

16  a.A群 出上の制片

b.A群 出土の崇J片

17  a.B群 出土のナイフ形石器・翼状剰片・崇」片(B面 )

b.同  上 (A面 )

18  ao C群 出上のナイフ形石器 (B面 )

b.同  上 (A面 )

19  ao C群 出上のナイフ形石器・彫器・二次加工のある手J片・使用痕のある崇J片 (B面 )

b.同  上 (A面 )

20  a.C群 出土の使用痕のある禁J片・翼状呆J片 (B面 )

b.同  上 (A面 )

2i  a.C群 出上の翼状剖片 (B面 )

b.同  上 (A面 )

22  ao C群 出上の翼状象J片 (B面 )

b.同  上 (A面 )

23  a.C群 出上の翼状崇」片・叩き石 (B面 )

b.同 上 (A面 )

24  a.C群 出上の接合争J片・掻器 (B面 ) b.同  左 (A面 )

c.Clブ ロック出上の象」片  d.C3ブ ロツク出上の祭」片



PLATE 25   a.C2ブ ロツク出上の剣片

b・ C4ブ ロツク出土の象J片

26  a.D群 出上のナイフ形石器・縦長系」片(B面 )

b.同 上 (A面 )

27  a.D群 出上の使用痕のある祭」片・掻器・翼状手J片 (B面 )

b。 同 上 (A面 )

28  a.D群 出上の翼状粂」片(B面 ) b.同  左 (A面 )

c.D群 出上の翼状剖片(B面 ) d.同  左 (A面 )

29  a.D群 出上の翼状崇1片 ・翼状祭J片石核・崇J片 (B面 )

b.同 上 (A面 )

30  a.D群 出上の翼状禁J片 石核・剰片(B面 )

b。 同 上 (A面 )

3i  a.Dlブ ロック出上の崇J片

b.D3プ ロツク出上の剣片

32  a.E群 出上のナイフ形石器 (B面 )

b.同 上 (A面 )

33  a.E群 出上のナイフ形石器 (B面 )

b.同 上 (A面 )

34  ao E群 出上のナイフ形石器 (B面 )

b.同 上 (A面 )

35  ao E群 出上のナイフ形石器 (B面 )

b.同 上 (A面 )

36  a.E群 出上の使用痕のある制片・縦長制片・翼状制片 (B面 )

b。 同 上 (A面 )

37  a.E群 出上の翼状禁」片・打面調整黒J片・縦長象J片石核・系1片・翼状象」片石核 (B面 )

b.同 上 (A面 )

38  a.E群 出上の翼状崇」片石核・接合幸J片 (B面 )

b.同 上 (A面 )

39  a.E群 出上の翼状象」片石核 と接合象J片 (1)
b.同 上 (2) c。 同 上 (3)

40  a.E群 出上の崇」片

b.E群 出上の剣片

4i  a.F群 出上のナイフ形石器・掻器 (B面 )

b.同 上 (A面 )

42  a.F群 出上の彫器・縦長手」片・翼状禁」片(B面 )

b.同 上 (A面 )

43  a.F群 出上の翼状崇1片 (B面 )

b.同 上 (A面 )

44  a.F群 出上の翼状系1片 ・翼状剣片石核 (B面 )

b.同 上 (A面 )

45  a.F群 出上の接合最1片・叩 き石 (B面 )

b.同 上 (A面 )

46  F群 出上の彫器 と接合手J片

47  a.Fェ ブロック出上の剣片

b.Flブ ロック出上の剣片

43  a.Flブ ロック出上の剰片

b.F2・ F3・ F4ブロツク出上の禁J片

49  a.G群 出上のナイフ形石器・掻器 (B面 )

b.同 上 (A面 )

50  a.G群 出上の翼状象」片(B面 )

b.同 上 (A面 )
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第 I章 位 置 と環境

大阪平野の北東方に位置す る高槻市は、歴史的に も、文化的に も南 を流れ る淀川には ぐくまれて

発展 して きた ところである。

この淀川は、高槻市の東方、大阪府 と京都府 との府境付近 、桂川・宇治川・木津川の三川合流点

には じまり、お よそ35km西 流 してやがて大阪湾にそそ ぐ。

高槻市の地形は、古生層か らなる山間部 と大阪層群か らなる丘陵地帯 、低位段丘・沖積地か らな

る平野部に大別できる。 しか も、丘陵地帯の先端部 を東西に「真上断層帯」が走 るため、丘陵部 と平

野部 を明確 に区別す ることができる。 また、古生層の山合か らは 3河川が流れ出 し、東か ら桧尾川

・芥川 。女瀬川 と呼ばれ、 ともに南流 してやがて淀川に合流す る。 とくに、芥川の西に横 たわる南

平台丘陵南縁は、この芥川によって形成 された低位段丘 (富 田礫層 )が広が り、芥川の東に広が る平

野部 と大 きな違 いをみせ てい
篭
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この低位段丘の面積はお よそ8 kmZで 、若千南北に長い舌状 を呈 している。標高は南端 で14m、 北

菩卜で32mを 測 るが、
'中

積平野 との比高差は、南端 で5～ 6m、 西側 で 8～ 10mである。東佃Jで 1よ 、そ

の差はほ とん ど認め られない。

この低位段丘上に位置す る郡家今城遺跡は、芥川 と女瀬川 との合流点か ら女瀬川を約 2.4 kmさ か

のぼった東岸に接 し、低位段丘のほぼ中央部に位置す る。遺跡の範囲は府立三島高校 を中心に、東

西約 0 5km、 南】ヒ約 0 4kmで 、標高19～ 20mを 測 る。女瀬 ,IIと の比高差は約 lmでぁる。

郡家今城遺跡が立地す る低位段丘上には、各時代にわたる数 多 くの遺跡が分布 し、付近一帝が古

代か ら二島地方における中心地域 であったことが想定 され る。 とくに、芥川西岸一帯は、弥生時代

中期か ら中世 に至 るまで連綿 と存続 した郡家川西遺跡があ り、その中心地域は「摂津三島上郡」の郡

衛が置かれた ところ として、中心部98011.63m2が「史跡・鳴上郡衛跡附寺跡」として史跡指定 されて

い
哲

この西方には、真の継体天皇陵に比定 されている「史跡 。今城塚古墳」があ り、背後に横 たわ

る南平台丘陵上に造首 された古墳時代前期の弁天山古墳
甍夕

ら郡家車塚古墳、凝灰岩製の長持形石

棺の出土 した前塚古墳 、氷室塚古墳へ と、その王権の系譜 をたどることがで きる。そのほか、歴史

時代の集落 としては、郡家今城遺跡の西 を流れる女瀬川 をはさんで宮田遺跡がある。さらに、南東

約 0,8 kmに 津之江南遺
歿δ

南約 1.8 kmに 富田遺跡があ り、南平台丘陵南斜面には鳴上郡衛跡 と密接

な関係にある岡本山火葬墓
巽ダ

矢日られ る。

この ような芥川西岸の遺跡群に対 し、東岸では、やや異なった様相 を呈 している。桧尾川 と芥 川

にはさまれた 日吉台丘陵の南側一帯は沖積地の平野部が広が り、ここには弥生時代前期にはじまり、

中世 まで存続す る安満遺
碇)弥

生時代後期の大蔵司遺跡、奈良時代の水田遺構 と木簡が検 出された

上 田部遺
斐δ

中世の芥川城跡・天川遺跡な どが知 られている。 この沖積地後背丘陵上には、弥生時

代 中期には じまる天神 山遺跡 、慈願寺 山遺跡、奥天神山遺跡 、芝谷遺跡 、古 曽部遺跡や 、後期に属

す る紅茸山遺跡 などがあ り、丘陵上 を次々 と集落が移動 したこ とが近年明 らか となっている。また、

この丘陵上 に造首 された古墳は、三角縁神獣鏡が出上 した伊勢寺古墳 、中将塚古墳、内部主体は横

穴式石室 と考 えられ る宿弥塚古墳、丘陵端部 を利用 した昼神車塚古墳 などがある。 また、す ぐ西側

には慈願寺 山古墳 をは じめ、横穴式石室 を有す る慈願寺 山古墳群 、「史跡・石川年足墓」があ り、東

側には紅茸山古墳群 、奥坂古墳
甍s羅

王山古墳が造営 されている。なお、 日吉台丘陵の東側 を流れ

る桧尾川の東岸に も、萩 ノ庄古墳群 をは じめ、安満山古墳群 、梶原古墳群 など、比較的小規模 な古

墳群が点冶:し ている。奈良時代の遺跡 としては、嶋上郡衛跡にある芥川廃寺 と同様な規模 と推定 さ

れる411原寺跡がある。

以上述べたように、芥川をはさんで西 と東では、遺跡のあ り方・密度など、か な りの相違がみ ら

れ る。 このことは、旧石器時代遺跡の分布について もあてはまる。南平台 。日吉台両丘陵の南面す

る斜面な どか らは、単独発見なが ら多数のナ イフ形石器が採集 されているが、近年 、南平台丘陵の

前一帯に広が る低位段 丘上 で、数 多くの遺跡が発見されるに至 った。遺構の検出例 こそ少ないが、

とくに国府期の遺跡では比較的 多数の製品が確認 され、旧石器時代遺跡 を面 として とらえることが

可能になった。 これ らの製品は、郡家今城遺跡 A地
妄ま

は じめ、津之江南遺跡・郡家川西遺
戦ま

ど

では、多くの場合礫群に伴 って発見される。 こうした礫群は、当時の生活に何 らかの関係 を有 した

と考えざるをえないが、石器群 と礫群の統一的な分析 を通 して、徐々にではあるが旧石器時代の様

相が明 らかになろうとしている。
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第 H章 調 査経 過

女瀬川東岸に広が る郡家今城遺跡は、大阪府教育委員会が府立三島高校建設予定地について、昭

和44年以来、数次にわたる調査 を実施 した ところ、同校 を中′とヽにほぼ800m四 方の広範囲にわたる、

奈良時代の集落跡の存在が明 らか となった。 ところが、この奈良時代の地 山面に相当す る責褐 色粘

土層は旧芥川によって形成 された低位段丘の表面にあた り、昭和45年 3月 、同校建設工事 に先立っ

ておこなわれた調査 で、この粘土層中か ら多数のナ イフ形石器 と石暦 を検 出 し、旧石器時代の遺跡

の存在が確認 された(郡家今城遺跡 A地点 )。

日召和48年 3月 、同校 と女瀬
'IIに

はさまれた束西35m、 南北 130mに お よぶ女瀬川に隣接 した地域

が開発 され ることとなった。 この開発予定地は郡家今城遺跡の西端にあた り、遺構の密度が明 らか

でないため 、大阪府教育委員会、高槻市教育委員会お よび宅地造成業者との協議の結果、まず開発予

定地内の遺構確認調査 を実施 し、その結果 をまって取 り扱いを協議す ることとなった。

昭和48年 8月 、遺構確認調査 をおこなった ところ、開発予定地全域にわたって奈良時代遺構の分

布状況 を知 るに至 ったため 、再度協議 を重ねた結果 、開発予定地全域の発掘調査 を実施す ることに

なったδ

調査 は高槻市文化財保護審議会委員・原口正三氏の指導の もとに、高槻市教育委員会が担当 し、

調査経費は全額宅地造成業者が負担 した。

調査は昭和48年 10月 15日 か ら、重機 を用いて耕土・床土 を除去 して奈良時代遺構の検 出作業 を進

め、昭和49年 4月 30日 に完了 した。

奈良時代の遺構は、東西に走 る 2条 の大濤お よび南北に走る 1条 の大濤によって大 き く区画 され

た敷地 (A区・ B区・ C区・ D区 )内 に、掘立柱建物跡・井戸・土拡墓等が、それぞれの区画内で整
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然 と配置 されていた。

旧石器時代の遺物は、重機による耕土・床土の排土作業 を進めている段階で、 C区の一部分に遺

存 しているこ とを発見 した。その後、奈良時代遺構の調査 を進めてい くうち、掘立柱建物跡の柱穴

壁面に若干の石器 を発見す るにいた り、調査区全域について旧石器時代遺物の分布状況 を調査す る

とともに、まず奈良時代遺構の調査 を完了させ るこ とになった。

1日 石器時代遺構の調査は日召不日49=年 3月 か ら本格白勺名蒔調査 を開始 し、 4月 30日 に完了 した。

爾

■,=

挿図 3 調査風景
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第Ⅲ章 遺構 の調査 につ いて

第 1節  調査の方法

近畿地方における旧石器時代遺構の調査は、これ まで幾度 とな く試み られてはいるが、自然的・

歴史的に も遺存条件に限界があ り、十分な調査ができずに きた。全国的には、遺存状況の良好 な遺

跡において様々な方法 を駆使 した調査が進め られて きてはいるが、いずれの場合 も、出土地点およ

びそれに伴 う層位 的関係等に重点が置かれて きたように思われる。

本遺跡の場合、層序 につ いては単一層である。調査地 C区か ら奈良時代遺構 に伴 って検 出された

旧石器時代の石器は、昭和 45年 3月 調査の A地点 と同様に、黄褐色砂質粘土層中に認め られた。 さ

らに、津之江南遺跡 でみ られた と同様に小礫 を伴 っていることも確認できた。 この ような状況は、

以前の調査結果か らも、旧石器時代遺構が良好な状態で C区全域に広がっている ことを予想 させ た。

そこで、石 器 の 出土状 況 お よび その広が り等について正確 な記録 をとるために、本遺跡の基準軸

(N-7生 E)を用いて50Cmグ リッ ドを基本単位 とし、 C区内に設定 したWl15。 S175を 原点に、西

か ら東へ A・ B・ C…・、1ヒか ら南へ 1・ 2・ 3…。と言己号 を附 して A-1、 B-2の グリッ ド名で表

示 し、出土地点の相互関係 を明 らかにす ることとした(Pl,121)。

調査は、掘立柱建物跡の柱穴壁面に遺物が露出 している地区や、奈良時代遺構の調査 中に遺物が

出上 した地区か ら始めた。その際、グ リッ ドを順次広げてい くのではな く、市松 に グ リッ ドを掘 り

すすめ、全体 の状況 を把握 しなが ら残 った市松 グ リッ ドを調査す ることとした。 この場合の調査器

具 は、対象遺物が極小片である ところか ら、遺物の検 出に遺漏のない ように、細身の洋食用ナ イフを

採用 した。検 出 したすべての遺物 (石器か ら小礫砕片に至 るあ らゆるもの )は 、必ず出上状態 を撮影

し、図化完了段階 まで維持 した。

図化は、出土状態 を正確 に記録 し、かつ、よ り精密・ 多角的な整理作業に耐 え うるよう実物大 で

おこない、周囲に配 した同一 レベ ルによる高低の測定 をおこなった。遺物には、すべて グ リッ ト番

号 とグ リッ ト内の一連番号 を附 した。 これは、遺物出土状態 を、今後如何 なる場所において も復原

しうるこ とを可能に した ものであろう。

第 2節  層  序

郡家今城遺跡の層序は、現状が水田であったため、第 I層は黒色土層 (耕土・約 0。 3m)、 第 H層は

黄褐色土層(床土・約0.lm)、 第Ⅲ層は奈良時代の地 山面である黄褐色砂質粘土層 (旧石器時代 の包

含層・約01～0.2m)と なっている。それ より下層は、東西 トレンチ を入れて確認 した ところ、バ

ラス層が地表面下約 2mま で互層になって堆積 し、段丘面の上部が形成 された後に、 B区か らC区

の中央部にかけて、女瀬川の旧河道が走っていたことがわか った。そこで、国府文化の遺物群 は、

旧河道が上砂 の堆積に よつて埋没 し、水成の薄い黄褐色～灰褐色粘土層が新 しく堆積 した中に包含

されていたこ とになる。

女瀬川の旧河道によって攪乱 されていない東西 トレンチのNo lト レンチ をみ ると、第Ⅳ層は褐色

粘土層 (約0.3m)、 第 V層は淡緑灰色粘土層 (約0.25m)、 第Ⅵ層は灰色粘土層(約 0.2m)、 第Ⅶ層は暗
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茶色粘土層(約 0.2m)、 第Ⅷ層は茶青灰色砂層であ り、ほぼ平均 した厚 さの堆積状況 を示 している。

しか し、その下の層序 につ いては、手掘 りによる掘削のため確認す ることができなか った。ただ、

府立三島高校建設時におこなったボー リング調査において、地表面下約 3.5mで、厚 さ約 12mの 富

田礫層 (低位段丘基盤層 )に 達 している。

挿 図 4 南 北 ト
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挿図 5 東西 トレンチ血 1断面図
1.灰黄褐色粘土層  6.茶 青灰色砂層

2.褐色粘上層 7.灰色粘土層

3.淡緑灰色粘土層  8.灰 褐色粘土層
4.灰色粘土層 9.灰褐色砂質土層

5.暗茶灰色粘土層  10.茶灰色砂層

挿図 6 東西 トレンチN。 2断面図

9         写
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第 Ⅳ章

今回調査 した旧石器時代 の遺構 は、多数の礫類 と石器類のブロックか らな り、C区全域において、

A群か らH群 までの大 きな 8単位 を確認す ることがで きた。旧石器時代の遺物は、奈良時代の地 山

面である責褐色～灰褐色砂質粘土層中に浅 く包含 されていた。検 出 した C群～ H群の遺物の広が り

は、ほぼ同 じ大 きさの規模 を持 ち、それぞれが重複す ることな く分布 している。 また、出土遺物に

つ いて も非常に近似 した石器組成 を示 している。 これ らの群は、それぞれ小 さな 4個のブロ ックか

ら構成 されてお り、各ブロックご とに調理・石器製作な どの多 くの作業がおこなわれたことを示 し

ている。

第 1節  A群 の遺構 (Pl.4-a、 123～ 125)

A群は C区の南西部 に位置す る。奈良時代の地 山面の高 さは、標高 18.55mで ある。遺物の出土

範囲は、東西約 3.Om、 南北約2.Omの長円形 を呈 している。包含層の厚 さは、中心部 で約 02mを

測 る。出土遺物は、少数 の礫 と多数の石器類がある。

小礫が K-60地区 を中心 として径約 lmの範囲に少数分布す る。礫の接合例は 2例 ある。

石器は、 K-59地区を中心 として、径約 lmの範囲に小 さな手J片が分布 し、その周辺に、ナ イフ

形石器・翼状禁」片 。二次加工のある崇」片などが分布す る傾 向を示す。出土 した石器の一部は、製作

中に破損 した ものであ り、多 くの接合例がある。た とえば、ナ イフ形石器 (9)は 、折れた本体同士

が最高 1.3mの 距離 をおいて接合す る。 また、石器製作 を示す もの として、 K-60地区か ら破損 し

た叩 き石 (21)が 出上 している。 この群 でおこなわれた石器製作は、出土す る小 さな手」片や 、製作途

中に破損 した多数のナイフ形石器 、あるいは小 さな叩 き石が示す ように、ナイフ形石器 を製作す る

程度の ものであったことがわか る。その他、出土 した石器のなかには、完形品のナ イフ形石器 (3

,4・ 5)、 使用痕のある翼状祭」片 (17・ 20)な どがあ り、少数の破砕 した礫の出土 とともに、調理 も

お こなわれた場所 であったこ とが推測 される。 しか し、遺物の出土範囲が限 られているため、他の

群 の ように全体的な構成につ いては明 らかでない。

第 2節  B群 の 遺 構 (Pl.4-b、 126、 127)

B群は C区の北西部 に位置す る。その北 。西側は調査地区外にあ り、南側は奈良時代の濤によっ

て攪乱 されている。奈良時代の地 山面の高 さは、 18.55mで ある。遺物の出土範囲は、東西約 3.0

m、 南北約 1.5mで、包含層の厚 さは約03mを 測る。

遺物は、西半分 に石器類が集中 し、北西か ら南東方向に礫が点々 と並び、 LoM-11地 区で大形

の礫がやや まとまって分布す る。遺物の垂直分布状況は、製品であるナイフ形石器 と礫 の大部分が

ほぼ水平な位置 を示 してお り、当時の生活面が奈良時代の地 山面 よ り約 0.3m下 であったことがわ

か る。

出上 した石器は、石材の種類が 4種類あ り、残 された制片 とナ イフ形石器 を識別す ると、石材が

異なることか ら、他の遺跡か ら持 ちこまれた ものであるこ とは確実である。石器の接合例 は 2例、
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礫の接合例はない。 B群も限 られた範囲の調査 であったが、石器製作および調理作業がおこなわれ

たことは、推測す るに十介 である。 また石器の接合例の中には、約9mの距離 をおいて Caプ ロック

出土の破損 した翼状刹片 と接合 して、完形の翼状手J片 になるものがあって、 C群 との関連 を知 るこ

とがで きる。

第 3節  C群 の 遺 構 (Pl.5、  6、 128～ 130)

C群は C区の北西部 に位置す る。奈良時代の地 山面の高 さは、 18.55mである。遺物の分布範囲

は、東西約 7.Om、 南北約6.5mの ほぼ円形 を呈す る。 C群は、遺物の接合状況か ら、Cェ プロックか

らC4プロツクの 4つ の小 さな単位に分けることがで きる。 C4ブロツクは、南東部で D群 と接す る

が 、礫の接合状況に よって、明確 に分離 され る。C2ブロツクは、他のブロックに比べ 、包含状態が

やや高い位置にある。出土遺物は、多数の礫 と石器がある。

Clブ ロック

これは C群の北西部に位置す る。プランは東西約2.Om、 南北約3.lmの 規模 で、包含層の厚 さは

約0.lmを測る。

礫の出土は、 O-21地区を中心 として径約 2.Omの範囲に密集 し、 Nラ インよ り西側 には、まば

らである。礫の大 きさは、他のブロ )ヽク に比べて大 き く、量 も多い。全体的に、南側 に大 きい礫が

集 中す る。

N-18・ 19・ 20。 21地区では、礫の密集都がほぼ等間隔に存在 し、それぞれ中央部に径約 0。 lm

の空 自部分があることか ら、なん らかの構造物であった可能性が高い。

礫の接合例 は35例 、 うち C4ブ ロツクとの接合例が 4例 あ り、両プ ロックの関係が確認 され る。

石器の出土は、礫群の北側か ら中央部にかけて分布す る。完形品のナイフ形石器 (10)・ 彫器 (11)

。使用痕のある象J片 (14・ 18)の 4点は、N-21地区の月ヽ範囲か らまとまって出土 した。また、P-20

地区か らは破損 した叩 き石 (34)が 出土 しているが、石器製作がお こなわれたか どうか明確 にで きな

い。

C2プ ロツク

これは C群の北東部に位置す る。プランは東西約2.6m、 南北約2.3mの 規模 で、包含層の厚 さは

約0.lmを 測る。

礫は、T-20地区 を中心 として径約 1.5mの範囲に集 中す る。それ らは南側に大 きいものが 多い。

礫の接合例は 18夕Jあ る。

石器は、礫の分布 とほぼ重複 し、径約 2mの範囲に、小 さな剣片 を多数伴 って分布す る。 また、

Y-21地区では使用痕 のある崇U片 (15)が単独で出土 している。

このプロックでは、石器の接合例が 9例あ り、小単位 での作業内容 を知 ることができる。 7点の

制片が接合 した接合剖片(35)は 、象J離された本体がないので、正確 な剖離 目的 を知 ることがで きな

いが、他に同質の制片 もない ところか ら、翼状刹片の器厚 を薄 くす るための ものであった と推測 さ

れ る。掻器 (36)は 、刃部調整制片 と接合 し、このプロックで素材か ら製作 されたことがわか る。そ

の他の製品 としては、完形品で使用痕のある剖片(17)と 翼状孝」片 (21)が あるが、出上 した崇U片 が小

さ く、少数であることなどか ら、他か ら持 ちこまれた ものである可能性が強い。 また、破損 した も
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の として、ナ イフ形石器 (7・ 8コ 9)・翼状剖片 (20)が ある。翼状剖片は使用によって破損 した もので

あるが、ナ イフ形石器 3点は、素材か ら製作途 中に破損 した もの と思われる。

C3ブ ロツク

これは C群の南西部 に位置す る。プランは東西約 2.7m、 南北約2.5mの 規模 で、包含層の厚 さは

約 0。 lmを測 る。

礫は、全体的に小さ く少数 で、まば らに分布す る。礫の接合例は 4例 ある。

石器は、礫 と同様に まば らに分布す るが、北側にやや密 な傾向 を示す。 このプロックは、他のブ

ロックに比べて制 片が少な く、完形品が 多い。ナイフ形石器 (2・ 3・ 4・ 6)・ 二次加工 のある制片

(16)・ 翼状祭J片 (19・ 23・ 26・ 27・ 30)は 、すべて完形品である。 これ らは、(16)を り ぞき、すべ て

別々の石材によって製作 され、製品 としてこのブロックに持 ちこまれている。ただ使用痕のある予J

片 (16)のみは、同質の禁J片 が付近か ら 9点出土 し、このブロックで製作 された可能性が強い。 しか

し石核 は、次のキャンプ地に持 ち去 られたらしく、見当 らない。

C4プ ロツク

これは C群の南東部に位置す る。プランは東西約 3.Om、 南北約 1.6mの東西にやや長 い広が りを

呈 し、 C3ブ ロツクとの境界は明確でない。包含層の厚 さは約 0。 15mを 測 る。

礫は、ブロック全体に広が りをみ るが、 とくに集 中す る部分はない。礫の接合例 は19例 あ り、 う

ち Ciブ ロックとの接合例は 4例 ある、このブロックが Cュ ブロックと密接 な関係にあったこ とは前

述 した とお りである。礫の大 きさは全体的に Cェ プロックに比べて小 さ く、とくに東半の礫群が、Ci

ブロックに移動 させ られた可育を陛が強い。

石器 は、礫群に重複 して分布 し、刻片が 多 く出土す る。製品は、ナイフ形石器 (5)。 彫器 (12)・

翼状剖片 (28・ 29)の 4点のみである。制片には、原礫面 を残す ものが 5点あ り、石核の打面調整の

手J離がおこなわれている。

第 4節  D群 の遺構 (Pl.7、 131～ 133)

D群は C区の中央部西側に位置す る。奈良時代の地 山面の高 さは18.54mである。遺構 の分布範囲

は東西約5.Om、 南北約8.Omの南北に長 い円形 を呈す る。 この群 も4つのブロックに分 たれ、西側

中央部の空 白地 をとり囲む ように、各ブロックが分布す る。各ブロックは、奈良時代の柱穴に よっ

て攪乱 を受けている部分が 多 く、 C群の ように全貌 を明 らかにす るこ とはで きなか った。

Dlプ ロック

これは D群の北西部 に位置す る。プランは東西約 2.5m、 南北約3.5mの 規模 をもち、包含層の厚

さは約 0。 15mを 測 る。中央部 と南側の 2ヶ 所は、奈良時代の柱穴に よって攪乱 されている。 このブ

ロックは封ヒ側 で C4ブ ロツクと接す る。

礫は、 a-28地区 を中心 として、径約 1.8mの 範囲に、径 10Cm前後の比較的大 きな ものが集中し、

その周囲に珂ヽ さな礫群がやや離れて分布す る。礫の接合例 は 3例ある。

石器は、北側 で C4ブロツクと約 lmの空間地 を隔てて、ほぼ礫の分布 と重複 している。製品 とし

ては、ナイフ形石器 (1)・ 掻器 (12)。 使用痕のある象J片 (11)。 翼状手J片 (13・ 15)・ 縦長象J片 (8)が、
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礫の周辺か ら出土す る。象J片 の出土点数は少な く、 3 cm以下の ものが大部分である。特異な もの と

して、硬質頁岩製の剖片が a-27地区か ら 1点 出上 している。 また、叩き石の破損品 らしい粘板岩

製の ものが b-29地 区か ら出上 している。

D2プ ロツク

これは D群の北東部に位置す る。プランは東西約2.5m、 南北約3.5mの 規模 をもち、包含層の厚

さは約O.15mを 測る。周囲は奈良時代の柱穴に よって攪乱 されている。

礫は、 f-32地区 を中心 として径約 15mの 範囲に、径約 5 cm～ loCmの ものが集中 している。礫

の接合例は 4例 ある。

石器は、全体的に少な く、ブロック全域に散在 している。製品 としては、奈良時代 の柱穴か ら出

上 したナイフ形石器 (6)。 翼状崇J片 (14・ 18・ 20)。 縦長素J片 (24)・ 翼状手J片石核 (22)が ある。手U片

は、出土点数が少ない割 に、 3 cm以上の大 きな ものが 5点出土 している。

D3ブ ロツク

これは D群の南東部 に位置す る。プランは東西約2.8m、 南北約26mの 規模 をもち、包含層の厚

さは約02mを 測 る。中央部 は奈良時代 の柱穴によって攪乱 されている。

礫は、全体的に小 さ く破砕 した ものであるが、南側では原形に近 い礫が集中 し、中央部の小 さな

礫 と接合す る。 また柱穴の耳ヒ側 と中央苦るの間に も接合例があ り、合計 16夕Jあ る。匹報J中 央部 にはこ

の遺跡で最大の ものが 1点 ある。それは水平な面 を上 に して、据 えられたような状態で出上 した。

石器は、北側 に大小の崇J片が出上 したのに比べ 、南側 では製品が 多い。南西部の礫の周辺には翼

状祭J片 (17。 19・ 21)が集中 し、製作中に破損 した と考 えられるナイフ形石器 (4・ 5)も 近接 して出

上 した。小 さな翼状崇」片石核 (27)は 、距離約 lmを おいて打面調整象」片 と接合す る。石器の接合例

は 2例 ある。

D4プ ロツク

これは D群の南西部に位置す る。プランは東西約 1.8m、 南北約 1.5mの規模 をもち、包含層の厚

さは約0.lmを 測 る。

礫は、比較的月ヽ さな ものが 多 く、分布範囲 も他のブロックに比べ て刻ヽ さい。礫 の接合夕」は 3例 あ

る。

石器は、 Z-40地区か ら使用痕 のある翼状祭J片 (16)が 、ただ 1点 出土 した。

第 5節  E群 の遺構

この群は C区の中央西南部 、すなわち D群の西側に位置す る。奈良時代の地 山面の高 さは 18.55

mを 測 る。 C,D群 の遺構面が検 出されて周囲の広が りを探索 した時点では、遺物の包含状態が他

の群 よ りもやや深か ったため、この群 の遺構面は発見 されなか った。は じめて遺構 を検 出 したのは、

調査終了時であって、 C・ D群の最後のグメ押 しをお こなった際、多数のナ イフ形石器 と共に、多

くの礫がみつか った。そのため、他の群 のように、遺物の正確 な出土地点や レベル を取 ることがで

きなかった。 しか し、遺物の分布範囲が、東西約5.5m、 南北約7.Omの 規模 をもち、包含層の厚 さ

は約0.15mで あったことは確認できた。包含位置は他の群 よ りやや深い。

― ′0 -



第 6節  F群 の 遺 構  (Pl.8、 9、 134～ 136)

この群は C区の中央南側 に位置す る。奈良時代の地 山面は18.37m～ 18。 45mである。遺物の出土

範囲は、東西約 7.2m、 南北約5.Omの 東西に長 い円形 を呈す る。 F群 も、 C群・ D群 と同様 に、出

土遺物の分布状態によって、 4つのブロックに分けることがで きる。 Fェ ブロックでは、不整形な土

城 を検 出 した。

F,プ ロック

これは F群の西側 に位置す る。プランは東西約2.8m、 南北約3.2mの規模 をもち、包含層の厚 さ

`よ

約0.2mを 浪」る。

礫は、 h-47地区 を中心 として、東西約 2.Om、 南北約 1.8mの範囲に集 中 し、東側で石器の出土

範囲 と重複 している。 このブロックの礫には、火熱 を受け内部 まで赤変 したものが 多 く、全体的に

小 さ く破砕 している。礫の接合例 は 9例あ り、 うち F3ブロツクとの接合例が 2例 ある。このブロッ

クにつ いては F3ブロツクとの関係が考 えられる。

このブロックの市東部 にあたって、土拡 を検出 した。土拡の規模 は、長径 1.4m、 短径 0.75m、

深 さ0.15mを計 り、埋土は地 山面 と同 じ灰褐色上であった。土拡内か らの出土遺物には、径約 5 cm

のチャー トの 円礫 をは じめ、硬質頁岩製の掻器 (7)・ テ圭岩製の叩 き石 (27)。 ナイフ形石器 (2)・ 翼状

崇」片 (18・ 20)があ り、この上拡 とこれ らの出土遺物 を合せ考 えるな ら、興味深い事例 であろ う。

石器は、 i-47地 区 を中心 として径約 1.5mの 範囲に大小の禁J片が 多数分布 し、他のブロックの

場合 と同様に、製品であるナイフ形石器 (1,3)。 翼状剖片 (16・ 17)は 、崇J片 の分布範囲の外辺部か

ら出上 した。その他 、特殊 な出土例 として、 i-47地 区か ら先端部の尖 っていないナイフ形石器 (

4)と 、 3点の翼状象」片 (13・ 14・ 19)の完形品が一括出土 している。

このブロックか ら出土 したサ ヌカイ トの石材は、11種類以上 あって、製品は●・べて異なった石材

の石核か ら剰離 されていることがわか る。 また、このブロックで製作 されたことが明 らかな もの と

しては、 i-47地 区出上の打面調整象J片 と接合す る翼状禁J片石核 (22)・ 不定形な接合禁J片 (24・ 25

。26)な どがある。この うち接合禁J片 (24。 26)に は、 G群か ら出土 した禁」片が含 まれ、一連の石器製

作 中において も、場所の移動があったことを推測 させ る。 しか し、これ らの崇J片・接合剣片や石核

は、出土 した製品に対 して量的に僅少であ り、石材 も異なっている。 このことは、製品の 多 くが、

他か ら持 ちこまれたことを示 している。

なお、ナイフ形石器 (4)|よ 同 じ石質の背部調整禁」片が出土 してお り、 ,-46地 区出上の叩 き折 り

に よる二次加工がお こなわれている翼状剖片(21)と 同 じく、このブロックで製作 された もので残 さ

れた、数少ない例 である。

F2ブ ロツク

これは F群の中央部に位置す る。プランは東西約 1.lm、 南北約20mの 南北に長 い円形 を呈 し、

包含層の厚 さは約0.lmを 測 る。      ′

礫は、全体的に小 さな ものが 多い。それ らは集 中す ることな く分布す る。礫の接合例 は 2例 ある。

石器は、崇J片 3点 と、 n-43地 区か ら小 さな翼状剖片 (15)、 m-44地区出土のチャー ト製の縦長

禁J片 (11)が ある。 また、 F3ブロ ツクとの間では、ナ イフ形石器 と崇」片 4点 を検 出 した。
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F3ブ ロツク

これは F群の北東部に位置す る。プランは東西約2.lm、 南北約2,Omの 規模 で、包含層の厚 さは

約 0。 15mを 測 る。南側は奈良時代 の上拡 に よって攪乱 されている。

礫は、 s-43地区 を中心 として径約 lmの範囲に集 中す る。礫の大 きさは比較的大 きい。礫の接

合例は 2例 ある。

石器は、北側か らナイフ形石器 (5)、 南側か ら彫器 (3)があるほか、大小の崇U片 6点が出上 した。

彫器は、このブロックで刃部 を再生 した らしく、接合す る刃部再生崇J片が F4プロツクか ら 2点出土

している。

F4プ ロツク

これは F群の南東部に位置す る。プランは東西約 1.lm、 南北約 1.4mの規模 で、包含層の厚 さは

約 0。 lmを測 る。北側 は奈良時代の上拡によって攪乱 されている。

礫は少数で、全体的に小 さい。礫の接合例はない。

石器は、彫器の刃都再生崇J片 (9・ 10)の ほか、剖片 2点がある。

第 7節  G群 の遺構 (Pl.10、 137～ 139)

この群 は C区の中央南東側に位置す る。奈良時代の地山面の高 さは、18.30m～ 18.35mである。

遺物の出土範囲は、東西約 4.Om、 南北約4.5mの 半円形 を呈す る。 G群は礫が小範囲に密集す るた

め、他の群の ようにブ ロックに細別す ることができなか ったが、旧石器時代の遺構の平面的広が り

を明確 に掴む こ とがで きた。

礫は、他の群のブロ ックよ りもい くぶん密集 している程度であ り、量的に も他の群 とほぼ匹敵 し

ている。中央部には、東西約0.5m、 南北約0,7mの長円形 を呈す る石囲いがあ り、炉跡の可能性が

強し再。

礫は全体的に小 さ く破 砕 してお り、消耗が相 当激 しかったことが考 えられる。 とくに多 くの礫が

全域にわたつて接合 し、礫の接合例 は、56例に達す る。こうした礫の接合関係は、人為的な移動 を

反映 している と考 えられるが、この群 では礫が特定の場所に集中す る傾向は認め られない。 また、

炉跡 と推定 され る石囲いの礫 も、群全域にわたって接合関係 を有す る。

出土礫中、最 も多 く接合 した例 では12片 が接合 してお り、原礫面のカーブか ら推定す ると、大部

分の礫は、約 10Cm前 後の河原石 であったことがわか る。 これ らの礫 は、何 回 も場所 を変 えて使用す

るなかで、す こしずつ破損 し、最終的には小 さ くな りす ぎてその機能 を果せず、放棄 されたのであ

ろう。 しか し、残 された最終的な状態では大 きな礫の使用がみ られない ところか ら、新 しい礫の補

充がな く、かな り破砕 して も、使用で きた と考 えられ る。なお、 G群か ら出上 した礫は、母岩 を識

別す ることによって、50個程度であったことが知 られ る。

また、礫の垂直分布状況か ら推 して、当時の生活面は、北側 と南側 で約 0.lmの 比高差があり、や

や南に向って傾斜 した地形であったことがわか る。

石器は、他の群に比べて、小 さな手J片 を最 も多 く出土 したことが特徴 としてあげ られ る。 これ ら

の二次調整象J片 は、D′ -51地区を中心 として、径約 2mの範囲に分布 し、 D生 52地区付近が最 も密

集 している。 これに対 し北側 では、ナ イフ形石器 (4・ 5)。 翼状剖片 (9。 10。 15)・ 大 きな象U片

(18)・ 翼状剖片石核 (21)な どの製品が出土す る。東偵uでは、す こし離れて単独 で掻器 (7)が出上 し
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ている。 また、破損 したナ イフ形石器 (1・ 2・ 6)は 、剖片の分布範囲のほぼ中央部か ら出土 して

いる。おそ らく製作中に破損 した ものであろう。そのほか、制片の分布範囲のほぼ中央か ら出上 し

た翼状剣片 (12・ 17・ 19)を 除けば、他の群の例 と同様 に、剖片の分布範囲の外辺部か ら、製品が出

土す る傾向 を示 している。 こうした状況は、さきの掻器の場合 と合 わせて、群 の内部における作業

場所の違 いがあったこ とを推測 させ る。

石器の接合例は、15例あ り、剖片が密集す る地域に多 くみ られる。大 きく原礫面 をもった 4点の

剖 片が接合 したほか、ナ イフ形石器 (3)では、先端部の背部調整崇J片が約 0,7mの距離 をおいて接

合 した。 また、破損 した大形の翼状剖片(11)は 、約 0.7mの距維 をおいて接合 し、持 ちやすいよう

に器厚 を薄 くした翼状剖片 (19)は 、す ぐ近 くの調整制片 と接合 した。

さて、石器の出土・接合状況 をふ まえて、石器製作につ いてみ ると、原礫面 をもつ大 きな剖片に

は 2種類あって、それ らの範囲 も東側 と西側 では まとまってお り、別々の石核か らの石器製作がお

こなわれたことがわか る。 しか も、同質の石材か ら作 られた製品は見出せず、持 ち去 られている。

また、多数 出上 した小 さな剖片は、ナイフ形石器製作の際に象」離 した二次調整剖 片であるが、大 き

な原礫面 をもつ象U片 と一連の製作過程にあった ものであるか どうかは、不明である。そのほか B′・

F'-51地 区出上の剣片は、 F群の接合制片 (24・ 26)に 接合す る。 このことは前述 したが、ほかに も

同質の剖片が まだ約 7点あ り、 F群か らの制片だけが何点 も飛びこんだ とは考 えがた く、両群 にお

け る石器製作の関係が注意 され る。

第 8節  H群 の 遺 構  (Pl.11、 140、 141)

この群は C区の北東部に位置す る。奈良時代の地 山面の高 さは、18.30m～ 18.35mである。遺物

の出土範囲は、東西約 6.Om、 南北約5.Omであるが、北東部の一部は水路の掘 り方によってtlB乱 さ

れている。 H群 も、他の群 と同 じく遺物の分布範囲によって 4つのブロックに分 たれ、北側 中央都

の空 白地 を取 り囲む ように分布 している。

Hlブ ロック

これは H群の西側 に位置す る。プランは東西約 2,7m、 南北約2.3mの 規模 をもち、包含層の厚 さ

は約0.2mを 測る

礫は、南側に分布す るが、他の群 に比べて全体的に小 さ く、少数 である。礫の接合夕Jは ない。

石器は、礫の分布 とほtF一致 している。破損 したナ イフ形石器 (3)。 翼状剖片 (17)・ 翼状象J片石

核 (19)が南側に集 中 し、中央部か ら完形品のナイフ形石器 (2)・ 使用痕のある制片 (9・ 10)、 北側

か ら翼状象U片石核 の残欠 を利用 した掻器 (13)が出土 している。

石器の接合例は 7例あ り、翼状刹片石核 (17。 19)と 象J片 の接合、使用によ り破損 したナ イフ形石

器 (3)の接合例 に分かれる。 このプロックで使用 されている石器の石材は、 7種類 である。鉄石英

製の使用痕のある剖片は、付近か ら同質の剖片 5点が出上 し、このブロックで製作 。使用 されたこ

とがわか る。そのほか剖片の遺存状況 をみ ると、同質の制片が最 も多 く検 出されたのは、掻器 (13)

の もので、剖片(16)を は じめ 11点あ り、残 りの石材は 1点か ら 6点位の ものばか りである。そこで、

象U片 (11・ 12)が 、製品 として持 ちこまれた ものであるか、それ とも 1回の調整がお こなわれた結果

であるかが問題になる。 これは、 D群・ F群出上の縦長祭J片 1点の出土例 と同 じ状況であ り、現在

は石器 として認め られていないが、製品であった可能性が非常に高い。
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H2ブ ロツク

これは H群の南東部に位置す る。プランは東西約 1,Om、 南北約0.75mの規模 をもち、包含層の厚

さ

`よ

約0.lmを測 る。

礫は、X-26地区の小範囲に限 られてお り、量 も少な く、大 きさも小 さい。礫 の接合例 はない。

石器は、東側 で完形品のナ イフ形石器 (1)がある。出上位置は他 の遺物 よ りもやや深い。 また、

西側か ら出上 した制片 2点は、 Hlブ ロック出上の制片(16)と 同質の石材である。 Hュ ブロックか ら

飛びこんだ ものであろ う。

H3ブ ロツク

これは H群の北東部 に位置す る。プ ランは東西約0.6m、 南北約 1.2mの規模 をもち、包含層の厚

さは約0.15を 測 る。東側は水路の掘 り方に よって攪乱 されている。

石器は、 l cm前後の小 さな剖片 と、原礫面 をもつ大 きな剖片があるが、大部分はナ イフ形石器の

背部調整の段階に象J離 され るような小 さな ものである。ナイフ形石器が製作 されたブロックであろ

う。また、完形品のナ イフ形石器 (4)が南側で出上 している。礫は検 出されなかった。

H4ブ ロツク

これは H群の中央東側に位置す る。プランは東西約0.6m、 南北約 1.2mの規模 をもち、包含層の

厚 さは約0,2mを 測 る。北側 は水路の掘 り方によって攪乱 されている。

石器は、H3ブ ロツク出上の石材 と同質の ものが大部分である。翼状象む片石核 (15)と 打面調整まJ片

(14)な どの まとま りか ら、翼状剖片が このブロックで制離 されたこ とが推定 され る。 しか し、石核

は中央部で Hェ ブロック出上の翼状制片石核 と同様に破損 してお り、完形品の翼状禁J片が象U離 された

かどうか、詳細 はわか らない。北側 ではナ イフ形石器 (5'6・ 7)が出土す るが、 (6。 7)の 2点

は破損 している。 また、小 さな翼状剖片は、 H3ブロツク出上の手U片 と距離約2.3mを 隔てて接合し、

H3ブロツクとの関係が密接 であったことがわか る。礫は検 出されなか った。
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第 V章

本遺跡か ら出上 した旧石器時代 の遺物は、大 きく石器類 と礫類に分け ることがで きる。石器類に

は、ナ イフ形石器・掻器・彫器・二次加工のある剖片 。使用痕 のある手U片 。翼状剖片 。縦長剖片・

黒U片・翼状剖片石核・縦長象U片石核・叩き石がある。 これ らの多 くは、旧石器時代 の遺構 に伴 って

原位置か ら出上 した。石器の大部分は実測図 を作製 し、祭J片 において も写真で各ブロックごとに掲

載 した。実測図所載の石器の詳細につ いては、後掲の群別 出土石器観察表 を参照 されたい。

礫類は、旧石器時代の遺構か ら多量に出上 しているが、大部分は使用によって破砕 している。接

合・復元すれば、拳大の河原石 である。 したがって、す ぐ西 を流れ る女瀬川か ら持 ちこまれた可能

性が強い。

第 1節 石器類 (Pl,12～ 64、 77～ 120)

出上 した石器は、瀬戸内技法に よってまJ離された典型的な翼状象U片 などか ら、国府文化の時期で

も最 も技術的水準が高か ったことが考 えられる。 これ らの石器は、大部分が製品 として本遺跡 に持

ちこまれた ものである。

石器の石材は、大部分がサ ヌカイ トを使用 しているが、わずかにチャー ト・硬質頁岩 。溶結凝灰

岩・鉄石英・ 流紋岩・珪岩・粘板岩が、その石器の用途に応 じて使用 されている。すなわち、チャ

ー トは掻器 1点・彫器 3点・使用痕のある手U片 8点 。縦長祭U片 7点に、硬質頁岩は掻器 1点に、溶

結凝灰岩は使用痕のある制 片 1点に、鉄石英は使用痕 のある剖片 3点に、流紋岩は縦長手U片 1点 |こ 、

珪岩は叩 き石 1点に、粘板岩は叩 き石 3点に、それぞれ使用 されている(表 2)。 これは、ナ イフ形

石器・翼状象J片 が、すべてサ ヌカイ トを使用 しているの と著 しい対照 をな している。 しか も、サ ヌ

カイ ト以外の石材の 多 くは、近畿地方に産出 しない といわれているものであ り、北陸地方か ら持 ち

こまれた可能性が非常に高い。

1.ナ イフ形石器

ナイフ形石器は77点 を数 える。内訳は完形品42点 、破損品35点 で、すべてサ ヌカイ ト製である。

C群出上のナイフ形石器 (10)の 1点 を除けば、すべて翼状手」片 を素材 とした国府型ナイフ形石器の

範冊壽に含 まれ るものである。

国府型ナイフ形石器は、素材である翼状剰片の形態に よって、先端部の位置お よび背部調整のあ

り方が大 きく左右 され、大小各様の ものが作 られている。背部調整についてみ ると、刃縁のカーブ

と密接な関係にあるこ とがわか る。翼状崇J片 の刃縁が、大 きくカーブす るものや先端部近 くで急カ

ーブす るものは、背部調整が比較的直線に近い。 また、刃縁があま リカーブ しない ものは、背部調

整側 をす こしカーブさせ 、先端 を中央線上近 くに もって くる。 このことは、背部調整が、よ り使用

目的にかな う道具 を作 るための調整であって、先端 を鋭利に尖 らし、幅 を一定にせ ばめていること

がわか る。 しか も、ナ イフ形石器は、国府文化の石器組成のなかでは、最 も二次調整が丁寧におこ

なれ る器種 であ り、構成比率 も高 い(郡家今城遺跡では全製品中42%)こ とか ら、主要 な生産用具 で

あったことはまちがいないであろ う。

― ′J ―



挿図7 ナイフ形石器の長さと重量

挿図 8 翼状創片の長さと重量
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挿図 9 ナイフ形石器と翼状劉片の幅
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器

種

群

ナイフ形石器

掻 器 彫  器
二次加工の

ある争」片

使用痕の

ある剰片

翼状よ」片

縦長剖片

予J 片

翼状剖片石核 縦長象」片石核 叩き石 計

完形品 破損品 完形品 破損品 3 cm以上 3 cm以下
サヌカイト

以 外

A 群 5

39 75

9

43 2

1

13 7

4

628
1

32
3

11 85

104

30 45

1

19
1

24 2

129

231 05

B 群 1

24
1

87
7

45 4

２

ａ

4

11
15

64 1

C 群 6

45 85

４

儀

1

43 4

2

48 7

1

43
5

85 75

8

102 15

7

45 35

12

68 65

83

86 4

12

17 2

1

20 0

142

572.25

D群 1

80
5

23 1

1

13 25

2

22 9

9

140 85

1

11 1

3

25 3

13

169 6

30

11 1

6

22  2

3

128 85

74

576 25

E 群 15

99 15

9

40 7

1

28 3

1

81
5

52 25

1

4 25

3

11 2

12

150 7

91

95 3

7

12 3

3

98 95

1

21 85

149

623 05

F 群 6

56 7

1

130
1

11 85

8

124 0

2

42 3

1

18 1

21

146 65

91

52 75

2

4 85

1

25 2

1

165 5

135

660 9

G 群 3

31 85

3

8 85

1

16 4

9

132 95

2

51
23

158 0

257

35 5

1

40 6

299

424 25

H 群 5

26 96

2

1115
1

32 5

3

40 0

1

7 25

22

179 6

80

28 4

5

6 65

3

170 8

122

503 31

表  採 2

17 25

5

124 05

1

13 6

1

68
1

56
1

94
14

134 2

20

125
２

α

1

22 5

1

91 2

49

443 4

計
42

310 66

35

162 45

11

270 9

4

69 15

2

180
11

156 75

44

621 8

23

169 55

8

640
122

1020 75

760

353 5

36

112 0

11

446 3

1

21 85

4

300 9

1114

4098 56

表 1 群 別 石 器 組 成 一 覧 各欄の上段は個体数 (点 )、 下段は重量 (g)

ll)剖 片はD群に 1点

(2)剥 片はC群に 9点

(3)剖 片はH群に 5点

ポ
ナイフ形

石  器
掻 器 彫 器

二次加工

のある剖片

使用痕の

あるまu片
翼状素J片 縦長よJ片 叩 き 石 合 計 韮⑪

口叩製
石材別重量

(剖片等含む)

サヌカイト

チ ャー ト

硬 質 頁岩

溶結凝灰岩

鉄 石 英

流 紋 岩

珪   岩

粘 板 岩

1

3 7

l

160

14

1

1

3

1

1

3

1388 36

132 2

13 1

10 3

40 0

64

165 5

115 5

3539.46

192 0

13 7 (1)

19 3 (2)

46 7 (3)

64

165 5

1155

― ′7 -
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出上 したナイフ形石器のなかか ら完形品を選びだ して、長 さ 。重量 をグラフにす ると、挿図 7の

ようになる。先述 したように、背部調整や 、大小、重量の違 いは、素材 とす る翼状剖片に規定 され

るため、それだけ をとりあげて も、分類の基準 とはな らない。 しか し、ナ イフ形石器の機能 に注 目

す るな らば、先端部の形状か ら、先端の尖 っているもの(I類 )、 先端 のあま り尖 らない もの (II類 )

に分類す ることがで きる。 I類は、ナイフ形石器の大部分 を占め、先端部は鋭利で、長 さは 5 Cm～

6 cmの ものが最 も多 く、重量 も10gま での ものが全体 の80%を 占め る。それに比べ て II類は、数量

も少な く、全体的に大 き く重 い(Pl.83参照 )。

また、ナイフ形石器の主剖離面 (A面 )を 下面に、先端部 を上方に向けて置いた場合 、右刃になる

もの23点、左刃になるもの19点で、やや右刃の ものが 多い。

2.掻  器

掻器は11点 を数 える。石材別 ではサ ヌカイ ト製 9点、チャー ト製 1点 、硬質頁岩製 1点である。

素材には、象」片 を利用 した もの 8点、翼状剖片石核の残欠 を利用 した もの 3点であ り、瀬戸内技法

に よって争J離 される翼状祭U片 は、まった く利用 されていない。 これは、国府文化の基盤 をなす瀬戸

内技法が、ナ イフ形石器 と翼状剖 片を作 りだすための技法なのであって、獣皮の加工に用いる掻器

等については、同技法に よる必要 はなかったため と考 えられ る。 また、器種構成の うえでは少数 で

ある。

しか しなが ら、掻器は、旧石器時代の生活復原に大 きな意味 をもっている。今 回出上 した掻器は、

表採の 5点 を除 き、 C群か らH群まで各群 ごとに 1点出上 し、出土地点 も群の外辺部に偏在す る傾

向 を示 している。 これは、掻器の機能および使用場所が限 られ るためで、各群におけ る分布 のあ り

方 を正確に梱む ことに よつて、住居等の位置推定 も可能になるであろ う。

3.彫  器

彫器は 4点 を数 える。石材別ではサ ヌカイ ト製 1点、チ ャー ト製 3点である。 C群で 2点、 F群

で 1点が出上 し、表採 で 1点 を得 ているが、器種構成の うえでは、少数 である。

F群出上のチャー ト製の彫器は、刃部再生剖片 2点 と接合 し、この遺跡で刃部の再生お よび使用

がおこなわれていることが知 られ る。 また C群出上のサ ヌカイ ト製の彫器 も、刃部再生手J片 が付近

か ら出上 している。 これ らのことか ら、彫器は刃部の消耗が激 しく、使用場所において何 回かの刃

部再生剖離がおこなわれた と推定 され る。

4.二次力Π工のあ る制片

二次加工のある象U片 は 2点 を数 える。いずれ もサ ヌカイ ト製である。 A群出上の ものは、部厚 い

翼状崇U片 の上半部 を荒 い調整に よって切 断 し、四角形に整形 している。 C群出上の ものは、翼状剣

片の端部 を利用 し、先端部 を細 く尖 らしている。 A群出上の ものは削器、 C群出上の ものは石錐 の

ような機能が考 えられ る。

5.使用痕のあ る制片

これは11点 を数 える。石材別 ではサ ヌカイ ト製 4点 、チャー ト製 3点、溶結凝灰岩製 1点、鉄石

英製 尋点である。 ここには、翼状刹片は加 えていない。

サ ヌカイ ト製の ものは、刃 こばれが面に対 して比較的浅 い角度の ものが 多いのに対 し、サ ヌカイ

― ′9 -



卜以外の石材の ものには、 とくに急角度で不規則な崇U離痕が残 っている。 これは、使用痕のある象J

片の機能に、「切 る」「掻 く」「削る」の 3つが想定 され、それぞれに使用 され る石材 、使用方法に差異

があったこ とを示 している。「掻 く」機能 を有す るものには C群出上の溶結凝灰岩製の ものがある。

これは 3ヵ 所に径約 l Cmの円形の使用痕があ り、対象物が細 くて丸い ものであったことがわか る。

同様の使用痕 を有す るものには F群出上の掻器の左側縁がある。 また、ここには含めていないが、

H群出土の翼状禁J片石核の残欠 (15)の右側縁に も同様の使用痕がある。これ らは、 1回 ない し数 回

の使用によってできた ものであるが、同 じ個所 を長期間使用すれば、 C-15、 D-10・ 11の ように、

刃縁が急角度の禁」離痕 によって凹凸の激 しい ものになるこ とが推定 される(Pl.84参 照 )。

6.翼状剣片

翼状手」片は67点 を数 える。その内訳は完形品44点、破損品23点で、石材はすべてサ ヌカイ トであ

る。この遺跡におけ る翼状象」片の出土点数は、ナイフ形石器に次いで多 く、全製品中36%を 占める。

出上 した翼状争」片の全体的な特徴 を列挙すれば、長 さで最大の ものは D-17の 12.lcmで、最小の

ものは E-41の 3.8 Cmである。平均的な長 さは 4 cm～ 8 cmの もので、約85%を 占め る。幅は、 2 cm

～ 4 cmの ものが大部分で、ナイフ形石器の幅 l Cm～ 2 cmに 比べ た場合 、翼状争J片か らナイフ形石器

を製作す るに際 して、いかに幅 をせばめ ることに力 をそそいでいるかがわか る (挿図 8、 挿図 9参

照 )。 また、背面 (B面 )の稜線上に打撃痕 を有す るもの 7点 、器厚 を薄 くす るため打面側か ら調 整 を

加 えた もの 2点がある。

これ らの翼状禁J片 は、出土崇J片 の母岩識別 ――具体的には風化の進行度の違 い 一 か ら、この遺

跡で製作 された ものでないことが明 らかである。 また、それ らの出土状況は、礫群 の周辺に散在す

る傾向があって、翼状争」片が石器製作址 と考 えられ る剖片の分布範囲 とは、 もともと直接関連 をも

たないことを示 している。 このこ とは、翼状象J片 が、ナイフ形石器の素材 としてだけではな く、製

品 としてこの遺跡に持 ちこまれ、放棄 されたことを示す と考 えられる。翼状禁J片 にみ られ る使用痕

のあ り方は、この考 えを補強す ると共に、おそら くは削器 として使用 されたことをも示唆す るもの

である。 しか も、使用中に破損 した ものや 、ナイフ形石器 を製作す る際の打撃に よって破損 した も

の を除けば、ほ とん ど完形品で、使用場所にその まま放置 されていた可能性が強い。

刃縁に残 された使用痕についてみる と、使用痕の認め られるものは 8例あって、刃縁の内彎部 に

集 中す るもの 1例 、刃縁のほ ,讃全縁にわたるもの 4例 、刃縁の一部にわずかに認め られ るもの 3例

である。 これ らの使用痕には、非常に小 さな ものか ら、比較的大 きな刹離面 を残す もの までさまざ

まであるが、全般 に乗」離角度は浅い。出土総数か らすれば、使用痕の残っているものは少ないが、

これは翼状祭」片が成品でな く単 なる素材に過 ぎない ということを意味 しない。使用痕 の有無は、対

象物の差異 (た とえば硬軟 )あ るいは、「切 る」「削る」とい う機能の違 いを表わ していると理解される。

顕著に使用痕 の認め られ るA-20、 C-19に ついてみ ると、 A面側の上半分に使用痕が集 中すれ

ば、 B面側には下半分に限って残 り、 どちらの面で も一定方向の運動 による刃こぼれであるこ とが

わか る。すなわち翼状崇J片 を右手で握 り、刃部 を下 に して使用す る場合、手前か ら外側に向って削

る作業 をしない と、このような刃 こぼれが生 じないことにな り、現在のナ イフの使い方 と同 じであ

ったことがわか る(P185参 照 )。

そのほか、翼状剖片の使用方法 を知 るもの として、接合キ」片の資料がある。 A-18は 、小 さな調

整制片が上端 ・下端 に接合 し、上端は打面側か らの打撃によって切 り出 し状の刃部 を作 り、下端は

A面側か らの急角度の象」離によって直線に整形 して、使用 目的に沿 った二次加工 をおこなっている
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こ とがわか る。 F-21は 、扁平で幅広の大 きな ものであったが、長す ぎた ものか下半部 を叩 き折 り

に よって整形 している。 G-19は 、 A面の打点近 くのふ くらみが邪魔になるらしく、打面側か らの

3回以上の打撃に よって器厚 を薄 くしている。 また使用に より破損 した結果、破棄 された と推定 さ

れ るものでは、接合 (C-20・ F-17・ G-11)し てみ ると、全体的に器厚が薄 く亀裂の跡が残 って

いるものが 多い。

7.縦長剣片

これは 8点 を数 える。石材別ではチャー ト製 7点、流紋岩製 1点 である。 E群出上の破損品 を除

けば、すべて別の石材か ら崇J離 された もので、製品 としてこの遺跡に持 ちこまれている。付近か ら

石核お よび調整剰片は出上 していない。

打面は全体 的に小 さ く平坦 であ り、 B面は 1～ 3条の稜線が走 るが、一部に原礫面 を残す ものが 5

例 ある。 B面の禁J離方向は、下方か らの もの(D-9)が あ り、一定 していない。 D-8は 、 B面左

側縁中央部に小 さな使用痕 を残 している。その他の ものにつ いては、まった く使用痕 も認め られず、

使用方法な どはわか らない。

8,剣   片

本遺跡出上の石器類の80%以上 は、小 さな祭J片 である。 この項で剖片 として とりあげ るのは、製

品である翼状禁」片・縦長手J片 の ような定形化 した 目的禁J片 でな く、まった く石暦 と呼ばれるもので

ある。 これ らの崇」片は、一度石器および石核か らまJ離 され ると、ほ とん ど原位置か ら移動 され るこ

とがな く、当時お こなわれた石器製作の内容や石器の使用場所 を、端的に示す もの と考 えられる。

今 回出上 した手」片は、大 きさ 3 Cm以上 と3 Cm以下の ものに区別 し、どちらの制片が密集す るかに

よって、石器製作の内容 をある程度推定で きるように した。 しか し、さきに も述べ たように、この

遺跡で製作 されたほ とん どの石器は、つ ぎのキャンプ地に持 ち去 られているため、制片 と製品が扶

合 した例 は少な く、石器製作の内容の全貌 を知 るまでに至 っていないことを指摘 した うえで記述 を

すすめ る。

A群は、遺物の出土状況な どか ら、翼状禁」片か らナ イフ形石器の製作がおこなわれた場所 である

と推定 される。 ここか ら出上 した象J片 の大部分は l Cm前後の小 さな ものであって、 3 cm以上の大 き

な象」片はほ とん ど出上 していない。二次調整禁J離作業では、 3 cm以上の大 きな崇J片 はほ とん ど生 じ

ない とみて よか ろう。 A群 と似た状況は、H3ブロツクで も観察 され る。 また、これ とは反対 に、原

礫面 を残す大 きな禁」片が 出上 した D群・ F群・ G群は、翼状素J片石核の残欠が伴 出 し、石核か ら翼

状崇」片 を崇」離す る作業段階があったことを示 している。 しか も付近か らは、二次調整時に生 じるよ

うな月ヽ さな禁J片が 多数 出上 し、石器製作の内容 に違 いがあるに もかかわ らず、場所の移動がおこな

われなか ったことがわか る。 これ らの ことか ら、手」片の大小は、石器製作の内容 を推定す る指針 と

なることが明 らか となった。

そのほか、象U片 の出土によって知 りえたことを次に列挙す る。C3ブ ロツク出上の溶結凝灰岩の手」

片 9点は、石器製作後、製品 と石核が持 ち去 ら丼 たことを意味す る。Dェ ブロック出上の硬質頁岩の

手」片 1点は、なん らかの原因で破損 した もの と考 えられるが、この遺跡では少な くとも 2点の硬質

頁岩製の石器が使用 されていたことがわか る。 また、Hェ ブロック出上の鉄石英の象」片 5点は、 H―

8,9。 10に は接合せず、石核 の持 ち去 りがあったことを示 している。
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9.翼状制片石核

これは11点 を数 える。 A群 。C群を除 くすべ ての群か ら出土 している。出土 した石核は、すべ て

小 さ くなった残欠か、破損 した ものであ り、破損 しているH-19が最大の ものである。

翼状刹片石核 は、 原石か ら大 きな盤状剖片 を何枚か崇J離 し、その盤状剖片 を翼状系J片石核の素材

として用 いるこ とが 、すでに知 られている。 この遺跡出上の石核 は、打面側 に原礫面 を残す もの 4

点 と、平坦面 をもつ もの 8点に分かれ、盤状象U片 が石核の素材であったことがわか る。

また、翼状剰片石核 に翼状剖片が接合 した ものは 2例あ り、相 当月ヽ さ くなった石核か らで も、翼

状剖片 を崇U離 していることが知 られる。そのほか、石核の残欠が掻器に再利用 されているもの 3例、

使用痕が認め られ るもの 1例 を数 える。

10,叩 き 石

叩 き石は 4点を数 える。石材別にみ ると粘板岩製 3点、珪岩製 1点である。 また、機能別 にみる

と、打撃痕 の違 いに よって、二次調整用の もの と、石核か ら剖片 を争J離す るための ものに分け られ

る。 A群・ C群か らは破損 した二次調整用の叩 き石が出上 し、 F群か らは珪岩製の打撃痕 に覆われ

た崇J片象U離用の叩 き石が出上 している。 また、調査地域の B区か らは、二次調整用の柱状の叩 き石

が出上 している(Pl.86、 87参照 )。

これ らの叩 き石は、打撃個所が相 当消耗 していることか ら、長期間にわたっての使用が考 え られ

る。 また、持 ち方につ いては、一定 していなか った らしく、両端 に打撃痕が顕著に認め られ る。石

材は相 当厳選 された らしく、珪岩製の ものは北陸地方か らわ ざわ ざ運ばれて きた ものである。

11.石   鏃  (挿 図 10、 Pl.64-b)

奈良時代の包含層か ら、縄文時代に属す る石鏃が 2点出土 している。 1は長 さ22mm、 幅 13mm、 厚

△

ａ
1熱

―

挿図10紐文時代の石鏃
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さ 4 mm、 重量 1.2gを 測 る。石材はサ ヌカイ トで、表面の風化が著 しく、調整につ いては明確 でな

い。 2は長 さ32mm、
‐
幅 13mm、 厚 さ 5 mm、 重量1.95gを 測 る。石材は灰緑色のチャー トで、調整は非

常に丁寧である。

3～ 5は 、府立三島高校敷地内の調査 によって出上 した ものである。 3は 旧石器時代の遺構 (A地

点 )か ら出上 し、 4・ 5は その付近か らの表採である。 3は長 さ1lmm、 幅 12mm、 厚 さ 3 mm、 重量0.3g

を測 る。石材はサ ヌカイ トで、表面は風 Tヒが著 しく自色化 してお り、調整は明確 でない。 4は 長 さ

21mm、 幅 14mm、 厚 さ3.5mm、 重量0.6gを沢1る 。 石オオ
`ま

赤色のチ ャーートで、 調整は非常 |こ「
「

簿二|こ 圭,こ

なわれている。 5は 長 さ23mm、 幅 19mm、 厚 さ 4 mm、 重量1.lgを 測る。石材はサ ヌカイ トで、他 の 2

点に比べて風化はさほ ど進んでいない。調整は丁寧である。

第 2節 礫 舞〔(Pl.65～ 76)

礫は、旧石器時代の遺物の うち最 も出土量が 多 く、今 回は総重量95.2kgの 出上 をみた。旧石器時

代の遺跡か ら普遍的に出土す る礫は、大部分が火熟によ り表面が変化 し、また しば しば タール状の

付着物が検 出されることか ら、土器 を持 たない当時の人々の調理用具 であったことが推測 されてい

る。

今 回出上 した礫は、大部分が小 さ く破砕 してお り、 とくに砂岩・泥岩・輝緑岩 では、表面が火熟

に よ り著 しい変化 を示 していた。 しか し、礫の大部分 を占め るチャー トは、変成岩 であるためか、

表面にほ とん ど熟変化の痕跡 を認め られない。 また、各群・ 各ブロックの石材別出上量は、表 3に

示す とお りである。

各プロック出上の礫は、破 砕 しているため個体数 は多 くなっているが、母岩識別に よって まとめ

てみ ると、本来は各ブロックあた り約 20個～30個程度 であったことがわか る。

礫の接合は、各ブロック内において多 くみ られたが、 C群・ F群の ように、ブロックをとび越 え

て接合す る場合 もあ り、礫 の使用場所が入為的に移動 されたことが推定 され る。 とくに C群の場合 、

C4ブ ロツクの礫の大部分が、 Cェ プロックに移動 され使用 されていたことは、接合関係 と礫群の遺

存状況か ら、ほぼ確実である。接合の結果復元で きた礫は、拳大の大 きさの もので、原礫面の状態

か ら河原石 であることがわか る。

こうした礫群が具体的に どのような状態で複 用 されたかは、発掘時の状況は もちろん、その後の

整理作業 を経ては じめて知 りうるのであって、各ブロックの礫の出土状況だけか らでは、す ぐに理

解す ることはできない。そこで、比較的良好な出土状況 を示す G群についてみ ることにす る。

使用 された礫の最終的状態は明確 でな く、中央部に径約 0.7mの小 さな石囲いが確認 され る程度

である。 しか も大部分は破砕 して小 さ くなった ものばか りで、大 きい完形品 といえるような ものは

ない。 1回の使用で どれほ どの破損があったかは不明であるが、使用のたびに新 しい礫 を補充 した

とは考 えられず、刻ヽ さ く破砕 した礫 を続けて使用 していたことが考 えられ る。

関東地方の旧石器時代の遺構か ら出土す る礫には、拳大 、幼児の頭大 と小 さない も石 と呼ばれ る

3種類があ り、いずれ も同 じ調理用の ものであったことが推定 されている。礫の機能は、礫の大小

にはあま り関係がなか った とみ るべ きであろう。 この遺跡について も同様 なことが考 え られ、破損

しやす い礫で も、長期 間にわたる使用が可能であった とみ られ る。

また、出上 した礫のなか で特異な もの として、 D3プ ロツクの大 きな完形礫 と、 Fュ ブ ロックの径

5 Cmの円礫がある。大 きな完形礫は、長 さ22Cm、 幅 13cm、 厚 さ10Cm、 重量約 4 kgで 、この遺跡出土
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遺物のなかで最大の ものである。出土状況 も、礫群 の西端 に据 えられたように置かれ、他の調理用

礫 との関係が どの ような ものであったか注 目され る。小 さな円礫は、他の礫 と比べ形状 も丸 く完形

品である。出土地点は、この遺跡で検 出 した唯―の上城 内の北側 である。加工 こそされていないが、

当時の人々に とって特房Uな意味 をもつ ものであった と考 えられ る。

表3 群 別 礫 一 覧

汲 チャー ト 砂  岩 泥  岩 石英斑岩 輝 緑 岩 粘 板 岩 安 山 岩 花 闘 岩 群 別 計

A 20 (1) 115(3) 10(1) 520(15)

B 295 (6) 150(4) 315(2) 430 (1)

C

Ci

C2

Ce

C4

6420 (15)

1960 (10)

1100 (10)

2450 (15)

1200 (5)

1120 (3)

800 (3)

1220 (5)

2325 (5)

630 (5)

250 (5)

400 (3)

410(3)

460 (3)

260 (3)

220 (2)

(1)

9945 (25)

4340(23)

2610(21)

4425 (27)

計 11930 (50) 4340 (16) 3605(18) 1130(9) 315(3) 21920(96)

D

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

3320 (15)

2100 (15)

8100 (15)

1700 (15)

1350(5)

1345 (8)

2700 (8)

890 (5)

510(5)

2480 (10)

15(1)

810(3)

150 (1)

1295 (2)

120 (2)

1050 (2) 35 (1)

140 (1)

7455 (31)

4245 (30)

14575 (35)

1835 (18)

計 15220 (60) 5395 (21) 3895 (21) 2375 (8) 1050 (2) 35 (1) 140 (1) 28110(114)

E 4000 (20) 1130 (10) 120(2) 1300 (2) 11650(49)

F

FI

F2

F3

F4

3080 (20)

1060 (10)

1735 (10)

260 (5)

1500 (7)

200 (2)

690 (5)

110(2)

90 (3)

240 (1)

1170 (7)

60 (2)

920 (3)

160 (1)

150 (2)

100 (1)

1400 (1)

5590 (33)

1660 (14)

5145 (25)

530 (10)

計 6135 (45) 2500 (16) 1560 1330 (7) 1400 (1) 12925 (82)

G 11900 (30) 2600(10) 2220 340(2) 1175(1) 10235 (53)

H

Ｈ

　

　

Ｈ

730(15)

130 (5)

75(2) 85(2)

10(1)

195(3)

25(1)

1085 (22)

165 (7)

計 860 (20) 75(2) 95(3) 220 (4) 1250(20)

石 50715(241) 20160 (84) 12840 (78) 4495 (9) 45 (2) 140 (1) 1175(1) 95200(451)

単位は g、 ( )内 は推定個体数

- 2r ―



第 Ⅵ章 結 玉ＨＨ

郡家今城遺跡西区の旧石器時代遺構は、府立三島高校敷地内の A地点同様 、奈良時代 の掘立柱建

物跡 を調査中に偶然発見 されたものである。礫群 な どの遺構の一部は、奈良時代の遺構 によって攪

乱 を受けていたが、 C区全域か ら旧石器時代の多数の遺物 と共に、当時の生活面 を良好 な状態で検

出 した。今 回の旧石器時代遺構の調査は、近畿地方におけ る初の本格的調査であ り、西 日本一帯に

広 い文化圏 をもつ国府文化 を究明す るうえで、貴重な資料 を提供す るもの といえよう。

最後に、今 回の調査 で検出 した遺構・遺物か ら国府文化 の分布・石器組成などに若干ふれて結語

としたい。

郡家今城遺跡は、東西約 2.5km、 南北約3.Okmlこ およぶ広大な低位段丘(富 田礫層 )の ほぼ中央部に

位置 し、す ぐ西側 を女瀬川が南流す る好条件 を備 えている。この低位段丘上には、北側 の丘陵一帝

も含め、旧石器時代の遺跡が数 分 く分布 している。本遺跡の北約 0 2kmに は、昭和45年に 2m角 の

小規模 な調査がおこなわれた郡家今城遺跡 A地´
喀

あゞ り、南東約 0.8 kmに は、先年報告 した津之江
)

南遺
%ヾ

ある。また、北東約 0.6 kmに は、現在 も調査が継続中である郡家川西遺跡群が ある。

うえにあげた遺跡の文化層はいずれ も、低位段丘の上面 を覆っている責褐色砂質粘上の上部 に包

含 されてお り、層序によって明確に分けることができない ものであった。 また、地表下約 3.5mに

存在す る礫層 までの層序について も、地質柱状図によるものであって、正確な観察がお こなれたこ

とがなかった。そこで今回の調査では、包含層の北側で東西に細長 くトレンチ を設けて確認 した と

ころ、文化層のす ぐ下層は、バ ラスが互層になった厚 い堆積層であった。 これ らは堆積状況か らみ

て、す ぐ西側 を流れる女瀬川の旧河道であったことが考 えられ、遺跡は沖積地の上面に立地 してい

たことになる。旧河道の堆積層 をもって沖積地 とす るには、いささか問題があろうが、遺跡が形成

される少 し以前において、かな りの降雨量があ り、女瀬川の流路が多量の上砂によって埋没 し変化

したことが考 えられる。その後、水堆積層である砂質粘土が上部 を薄 く覆い、国府文化面が形成 さ

れたことになる。 このことか ら、地表面下約 3.5mの富田礫層の形成は、Cμ年代測定に よ り26,000

± 800 Bo P.の 測定値
び

出されているが、最上部の国府文化の所属年代 を推測す るには、手がか り

となしえない。 しか も、低位段丘 (富 田礫層 )の女瀬川か ら東半分は沖積地 とす る意見 もあ
ゎ

国府文

化 はこれまで考 えられていた以上に新 しい時期の所産であるらしいことが考 えられる。

本遺跡における旧石器時代の遺構は、 C区の東西約40m、 南北約23mの調査範囲か ら、多数の礫

群 と石器群 をブロックで検 出した。礫群 と石器群の多 くは重複 して検出されるが、石器群 のなかで

も製品 と禁J片類 とは、調理用の礫群 との関連によって、本質的な作業内容・時間的前後関係 な どに

おいて区房1さ れるべ きものである。検 出 したブロック群 は、 4ブロックをもって 1単位 とす るA群

か らH群までの 8群に分けることがで きた。 これ らのブロックは、東京都野川遺跡においてはユニ

ッ トと称 され、遺跡の平面的な広が りと礫・石器の構成関係 などによって、 A型か らF型 までの類

型化 をはか り、当時の人々の行動型 を予見す る方向が示 されてい
者

本遺跡で検 出 したブロックにつ いては、火熱により破損 した礫の接合状況によって、各ブロック

間の有機的関係 を調べ た。その結果、 とくに C群・ F群では人為的に参所 を移動 して再利用 されて

いることが推定 された。この両群 の礫の広が りは、長径約 3m、 短径約 6mのほぼ似 た範囲 を示 し、

いずれ も4ブロックを包括 していた。こうした 4ブロックを 1単位 とす る基準 と分布範 囲の大 きさ
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か ら、他の群 をみてい くと、 D群はブロックを越 える礫の接合はないが、ほぼ同様の広が りとブロ

ック数 を有す る。 G群は礫群 をブロックに分離す ることができないけれ ども、他の群 と同程度の出

土量 と分布状況か ら、 1群にす ることができる。 H群について も、東側が攪乱 されているが、同様

な分布範囲 とブロック数 を有す ることか ら、 1群にまとめ ることがで きる。そのほかのA群・ B群

。E群については、その分布範囲・出土状況が明確にできないが、他のブロック群 については、C

群・ F群で得 られた 4ブロ ック 1単位 (群 )は 妥当す ると考 えられる。

これ らの各群は、同様 な大 きさの分布範囲 とブロック数 を共通 して有す ることか ら、集団を構成

す る特定の人々の活動範囲 を示す もの と考 えられ る。 これ らの群につ いて出上 した石器類か らみて

み ると、国府文化の石器組成す なわちナイフ形石器・掻器・翼状崇U片 を各群 ごとにセ ッ トで保有し、

石器製作において もほぼ似 た作業段階 を有 し、使用 した石核個体数が2～ 3個であることも共通 して

いる。 とくに石器組成のなかで掻器は、各群に 1点ずつ出土 し、出土地点 も中央部の礫群 の外辺部

に偏在する類似性 を示 している。 このことは、群に分離す る大 きな 目安 になるとともに、この遺跡

においてはさきの群の設定 を補強する。このように各群か ら掻器が 1点ずつ出土す る例に、新潟県

神 山遺跡 Al群・ Bち 東京都前原遺跡Ⅳ中 2層文化の礫
甍♂

どがある。

そこで、掻器に注 目して群 の分析 をすすめてみたい。掻器の もつ機能は、獣皮などの加工である。

男女間の分業が存在 した とすれば、その作業はおそら く女性に属す るものであろ
亀ゞ

調理 もまた同

様である。一方、男性の作業 としては、遺跡 (キ ャンプ地 )内 では石器製作が考 えられ る。 こうした

男女の作業場が一体 となって形成 された群は、一家族の領域 を示す もの と考 えてよいであろう。当

時の集団が血縁的に強い結びつ きを持 った人々か ら構成 されていたことは確実であって、家族単位

で生活の場が首 まれていたこ とは容易に理解 されよう。こうして旧石器時代の遺構 も、家族単位に

よる生活領域 と、男女間の分業の痕跡などか ら理解 してい くと、無規則に形成 された と考 えられて

きたブロックを相互に関連づ け、当時の生活 をよリー層復元す ることがで きるであろう。

さて、 うえのようにこの遺跡 を形成 した集団 を 1単位 (1群 )を もって 1家族 とす るならば、この

集団は最低 8家族以上か らなっていたことになる」従来、旧石器時代の社会が普通 2～ 3家族 をも

って 1集団を形成 していた と推定 されていたけれ ども、ここではそれ よ りもかな り大 きな集団が想

定 され ることになる。各群が果た して同一時間内の所産であるのかにつ いては、後の遺物の項でも

ふれるが、同一の石材で製作 された石器が他の群か ら出上 しないこと、遺物の包含状態が各群 とも

重複せず、垂直分布 に して もほ とん ど高低差がないことなどか らも、各群 は同時に存在 した可能性

カリF常 |こ 高彰ヽ。

つ ぎに、各群が家族単位 で構成 されたものであるな らば、その中心 となる住居 (寝室 )の位置が間

題 となるであろう。以下では、群の範囲が明確 な C・ D・ F・ G・ H群をとりあげ、検討 していき

たこ▼ヽ。

日本の旧石器時代の遺構面には、礫群・石器群・木炭粒群が検出され るが、その他の確実な遺構

を検出できないのが普通 である。 この資料的限界か ら住居の位置は、外国例 などを参考に して、一

般 に礫 。木炭粒の集中個所 を炉跡 と推定 し、それ を中心 とした住居の存在が想定 されてい
亀メ

しか

しこの遺跡では、礫面の不均等な出土状況、最後の石器製作がおこなわれた場所であることなどか

ら、礫群は、住居 よ りはむ しろ、住居付近の屋外の作業場 であった と理解 され る。 しか も、礫の接

合状況が示す ように、礫の使用場所が移動 していることは、礫群 を住居にあてるならば、そのたび

に住居 もまた移動 していることにな り、不合理 である。住居は、む しろ礫群の外辺部の何 も出土 し

ていないところに存在 していた可能性が高し
か

しか しなが ら、前述 したように遺構 としては明確に
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検出できないのであるか ら、周囲の礫群の分布状況・石器群の出土状況か ら推測 してい く以外にな

い。

ここで再び掻器に注 目したい。掻器は、獲物の解体や調理ではな く、お もに獣皮などの加工に用

いられることはさきに述べ た。その作業には女性が携 わるもの とすれば、所有者 もまた当然女性で

あ り、作業内容か ら使用場所 もおのず と限定 されるであろ う。 また、各群の掻器の出土地点が礫群

の外縁都、いいか えると群の外辺部であることは注 目にあたいす る。これ をやや詳 しくみれば、掻

器は、あたか も弧状 に酉己置 されたブロック群の内弧の縁辺部か ら出上 している。 しか も、このよう

な状況 を顕著に示す D・ G・ H群では、内弧の内復Uに は遺物は何 ら検出されていない。 さきに述べ

た礫群 と住居の関係、掻器の出上状況や機能か らくる特異性 、ブロック群の配置などを考 えあわせ

るならば、おそら くこの空間地にこそ、住居 をあてるべ きであろう。そうしてみれば、 D群は西側

中央部に、 G ttは 東側 に、 H ttは 司印 Vに 、それぞれイ主居 を想定す ることがで きる。 またさらに、掻

器の出土地点の類似性か ら、 C群は北佃Jに 、 F群では南側 中央部に、その位置 を求め ることができ

るであろう。他の群 の住居推定位置については、礫群の広が る範囲で しか調査がおこなわれてお ら

ず明確 でない。 これか らの調査においては、もっと広 い範囲 までの発掘が必要 となるであろう。

つ ぎに、石器群 につ いて述べ よう。石器製作によって作 りだされる象」片類は、礫群 と重複 して検

出されるが、作業内容・時間的前後関係によって、両者は分離 されるべ きものであることはさきに

述べ た。今回の調査 では、出土 したすべての石器 を取 りあげ、接合および母岩識別の作業 をお こな

い、周囲の出土状況 と考 えあわせ石器個体が もっている特性 を、なるべ く正確 に把握す るようにつ

とめた。その結果、出上 した石器の大部分は、製品の状態で持 ちこまれた ものであ り、この遺跡内

で製作 された石器は意外に少数 であることがわか った。一方、多数の幸J片 を最」離 して製作 された石

器は、わずかの もの を除いて、次のキャンプ地に持 ち去 られていることもわかった。このような石

器製作は、この遺跡滞在期間中に、破損あるいは紛失 した石器 を補充するための作業であった と考

えられ、つ ぎのキャンプ地に移動す る直前におこなわれたことが推定 される。こうして残 された禁」

片類は、遺跡が形成 された当初か ら使用 されている礫群に比べ 、やや高い位置か ら出土す るのが普

通である。本遺跡の ように小 さな制片類が礫群の上部か ら出土す る傾向は、野川遺跡において も注

意 されてい
亀デ

これ らのことか ら、当時のキャンプ地での石器製作は、一般的に移動 を前提 として

おこなわれていたことが考 えられる。

それでは、手」片類 と、残 された製品 との関係はいかなるものであろうか。両者の出土地点の違 い

は、作業内容 さらには当時の人々の生活を復元す るうえで、重要 である。そこで、製品 と同様 、持

ちこまれ放棄 されたパ ター ンを示す礫群 との関係に注 目したい。礫群は調理に用いられた と考 えら

れ るが、その外縁部か らは、とくに Cェ ブロックや G群にみ るように、翼状剖片 。切削用のナイフ形

石器 (II類 )。 大形の使用痕のある禁J片 などが比較的 まとまって出土す る。 しか もこれ らは、各群 ご

とに 4～ 8点が出土 し、獲物の解体・調理作業に深 く関わっていたことが考 えられる。 また、これ

らの器種は、全体的に完形品が 多 く残 され、一遺跡のみの使用に よって放棄 された可能性が高い。

以上、今回の調査 で検 出 した遺構・遺物について知見 を述べ た。つ ぎに、出上 した石器か ら国府

文化の石器組成・分布 につ いてふれる。

出上 した石器組成は、ナイフ形石器 77点 (7%)。 掻器 11点 (1%)・ 彫器 4点 (0.4%)。 二次加工の

ある手」片 2点 (02%)。 使用痕のある剖片11点 (1%)・ 翼状禁」片67点 (6%)。 縦長手J片 8点 (0.7%)

・崇J片 918点 (82.2%)・ 翼状手」片石核 11点 (1%)・ 縦長子J片石核 1点 (01%)・ 叩き石4点 (0.4%)

である。各群別の明細は表 1を 参照されたい。
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石器に使用 されている石材は、サ ヌカイ トが大部介 であるが、わずかに他の石材 を用い、石質の

違 いを利用 した石器製作がお こなわれていることはすでに述べた。 またサ ヌカイ ト以外の石材の大

部分は、近畿地方に産 出 しない北陸産の ものであって、当時の人々の交流 を端的に示す もの として

注意される。 こうした近畿地方以外に産出する石材の使用は、高槻市津之江南遺跡、和歌山県土生

池遺跡・野島壁川崎遺
碇簾

どがある。そこで、 日本海側の旧石器時代研究が最 も進んでいる富山県

をみると、瀬戸内技法に よって製作 された遺物は、直坂 H遺跡第 8ユニ ッ ト
δ

七曲遺跡・安養寺遺

跡第 2群・眼 目新丸山遺跡な どか ら出土 し、瀬戸内沿岸 と日本海側 との交流が確認 されてい
亀テ

今

回の調査におけるサ ヌカイ ト以外の石材の検出は、国府文化の交流圏 を近畿地方側で初めて明確に

検証 したもの として特筆 され る。 また、 日本海側の瀬戸内技法による遺物の分布 は、さきにあげた

以外に、新潟県御渕上遺跡 、山形県越中山遺跡 K地点 と、さらに東方に広がっていることが知 られ

る。こうした交流のおこなわれた時期は、富山県の先土器時代・縄文時代草創期の石器編年によれ
⑮
ば、富山県Ⅳ期 aに 比定 さ

花。
ナイフ形石器文化のなかで も比較的新 しい時期に考 えられている。

これは国府文化の時期が、近畿地方の旧石器時代編年において最 も古 く位置づけ られているの と矛

盾す る。 しか し、瀬戸内技法は、石刃技法の積形化 と考 えられること、また国府文化の包含状態が

全体的に浅いことか ら、国府文化 を新 しく考 える方向にあ り、他の地域 との編年対比はこれか らの

調査結果にまつべ き点が 多い。

それにして も、当時の人々の行動範囲は、我々が考 えていた以上に大 きく、広範囲にわたってい

ることがわか った。 しか し、こうした集団の交流が、どの ような理由でどの程度おこなわれていた

かは、依然不明である。 これか らの大 きな研究課題の 1つ となろう。

つ ぎに、国府文化 と瀬戸内技法の関係についてみていこう。国府文化の石器組成は、標式遺跡で

ある藤井寺市国府遺跡 。二上 山北麓の旧石器時代遺跡
碕ぁ

京都市広沢
義籠

どにおいて、国府型ナイ

フ形石器、翼状象J片 、サ イ ド・スクレイパー、縦長象J片 、翼状千」片石核、縦長禁」片石核 と、いずれ

もほぼ似た様相 を示 している。今 回の発掘調査による出上遺物は、サ ヌカイ ト以外の石材の多用 を

示 した以外には、ほ とん ど基本的に同様な石器組成 をみせ ている。いままでの資料が限 られたもの

であるだけに、伴 出遺物 をも含めた石器全体の分析 。比較はで きないが、狙ヽ さな使用痕のある手」片

な どの石器が とくに注意 され る。従来ない とされていた彫器な ども少数なが ら存在す ることが確認

された。この遺跡の石材別に よる石器組成についてみ ると、サ ヌカイ トの石質 と密接な関係にある

瀬戸内技法に よって製作 された ものは、翼状崇」片 とナイフ形石器であ り、製品全体の約80%を 占め

る。そのほかの器種につ いては、サ ヌカイ ト以外の石材が使用 され、石質の違いを利用 した器種構

成であったことがわか る。ただ、この遺跡は当該集団が北陸地方 との交流 をおこなったのちに形成

された と考 えられ るので、多種の石材の使用 を伴 うこの遺跡の石器組成 を、一般的な国府文化の石

器組成 としていい ものか、疑間が残 る。この点については、サ ヌカイ トの石材のみ を使用 した場合

の石器組成について明確 な ものがないため断定はひかえてお く。

なお、二上 山北麓で採集 される裁断面ある石器は、国府文化期の遺跡か らは出土 しない ものであ
の

り、石器製作技術か らみて も新 しい時期の もの と推定 され る。昭和 52年度の郡家川西遺跡55-LoP

地区の調査では、時期不明の組文式土器片 と打製石斧・削器・石核・ 多数の裁断面ある石器が一括

で出上 し、裁断面ある石器 を細石器石核の残欠 と推定 している。
①

最後に、ナイフ形石器の機能について少 しふれてみたい。ナイフ形石器は、石器組成のなかで最

も高い比率 を占め、他 の石器に比べて二次調整が丁寧にほ どこされていることか ら、主要な生産用

具 であった と考 えられ る。ナイフ形石器の大部分は、鋭利な刃縁 を有す ることか ら、か って切削具

- 2∂  ―



と考 えられたこ とがある。 しか し、ナ イフ形石器文化の石器組成には、そのほかに狩猟具がないこ

と、ナイフ形石器の刃縁に刃 こばれがみ られず、その他の器種 に切 削具 と考 えられ るものがあるこ

とか ら、現在では鋭利な先端部に注 目し、刺突具 であった とされている。 しか も、ナイフ形石器文

化期の狩猟方法は、新石器時代の弓矢の使用以前の比較的生産性の低 い段階 と考 えられ、片側縁加

工 のナイフ形石器か ら両面加工のポイン トヘ と石器製作技術が変遷 していった と推測 されてい
咎

その一方では、ナイフ形石器の大 きさ 。使用痕 などか ら鏃 であった とす る意見 もあ
笞

いまだナイ

フ形石器の機能につ いては、完全な意見の一致 をみていない。ナイフ形石器の本来の機能 を推定す

るためには、石器 自身が使用 目的にそって どの ような部分 に重点 をおいて製作 されているか、正確

に把握す る必要がある。

そこで、今 回出上 した完形品のナイフ形石器の長 さ 。幅・厚 さ 。重量 を計測 し、塚原型ナイフ形

石器、有舌尖頭器、縄文時代の石
'族

、弥生時代の石θ族と比較 したのが、挿図 11であ
ぇず

この図か ら

興味ある事実が よみ とれ る。

国府型ナイフ形石器の長 さは、石鏃に比べてやや長 く、有舌尖頭器に近 い ものが 多い。重量は、

石鏃が 5g未満であるのに対 し、最高 16.25gま でのバ ラエテ ィがあ り、有舌尖頭器の小 さな ものに

似 る。厚 さにつ いては、石鏃に比べてわずかに厚い。 また、装着す る柄に規定 され る幅は、最大幅

の計測値 であるが、ナイフ形石器・石鏃が ともに約 1 5Cm前後であるのに比べ 、有舌尖頭器では約

2～ 3.5Cmに達す る。

こうした計測値や石器の形状は、石器製作技術 と不可分に結びつ いている。国府型ナイフ形石器

は、翼状手1片 を素材 として、先端部 を尖 らし、幅 をせばめ るために丁寧な背部調整 をお こなってい

るが、断面は台形で厚 く、結果的に重量 も重 くなる。 これに対 し、有舌尖頭器・石鏃な ど両面加工

の石器は、不定形な系」片か ら非常に丁寧な調整 をお こなって形 を整 えるため、均一 な長 さ・幅・厚

さを有 し、断面は扁平 な凸 レンズ状 を呈 し、重量 も軽 くなる。 この ような、石器の素材 を手1離す る

段階に重点 をお くか、素材の制約 を受けず、両面加工の技術 をもって製作す るか とい う石器製作技

術の違 いは、石器の形状や計測値 にその まま反映 して くる。 こうみてい くと、ナイフ形石器 と石鏃

挿図11 ナイフ形石器 。有舌尖頭器・ 石3族の長さ。幅・厚さ。重量
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における重量の大 きな差異は、石器製作における調整方法の差 であ り、両者の機能の違 いを意味す

るもの とはいえない。

さて、石器 を矢柄 あるいは木柄に装着す る場合、石器の幅は、当然矢柄 あるいは木柄に制約 を受

け ると考 えられる。縄文・弥生時代の石鏃の幅は、まさに経験的に使用 されている矢柄の直径 l cm

前後に適合 している。有舌尖頭器 も、これ を槍 と考 えるな らば、それにふ さわ しい木柄 を装着す る

に足る幅 を有 している。それでは、ナ イフ形石器の幅が、石金族とほぼ等 しいことは、いかなる意味

をもつのであろ うか。矢柄は、それ 自体で最低20～ 50gの 重量 を有す る。 これに仮に25g程度の先

端部 を装着 した として も、飛翔す ることは明 らかである。 しか も、ナイフ形石器の重量が 5g前後

であることを考 えれば、これが大部分 は、金族としての機能 を有 していた ものであろ う。 また、小形

・軽量な縄文時代の石
'族

は、ハ ンター よ りはむ しろ、定住者 としての より安定 した採集民の生活 を

反映 しているもの と考 えられる。

ナイフ形石器の使用痕については、この遺跡の ものがサ ヌカイ ト製であるため明確に残 っていな

い。 しか し、滝沢浩氏が提示 されたナ イフ形石器の擦傷の位置 と方向は、北海道川東羽 田発見の石

刃鏃において も顕者に認め られ、鏃の機能に適応す る使用痕 として評価 されている。 また、基部調

整のあ り方な どか らもナイフ形石器が鏃に使用 されたことが推測 され る。    
①

さて、ナイフ形石器 を組み合わせ具 とす る見解があるけれ ども、以下の諸点か ら否定的に考 えて

いる。すなわち、出土状況か ら、ナイフ形石器が まとまって、あるいは組み合わせ具 を想定 させ る

ような出上 を示 さないこと、彫器の出上が際立 って少数であること。 また、ナイフ形石器の形状が

多様で、断面が扁平 でな く台形や三角形 を呈す ること、刃縁に刃こぼれな どが認め られず、基部調

整 をお こなっているものがあること、な どである。

さきにナイフ形石器に鏃 としての機能 を推定 した。ナイフ形石器の 多数の出土は、さきの推定 を

仮に考慮 しない として も、それ を装着す る木 。竹類の加工 を考 えないわけにはいかない。おそ らく

石器製作 と一体 となって、木などの加工がおこなわれていたのであろ う。 こうした「木工」の機能 を

有す る石器には、急角度の使用痕のある手J片 をあてることができよう。これ らは小 さな禁」片が利用

されていることか ら、大 きい もの、あるいは太いもの を加工す るには適 さない石器であることも注

意 され る。

以上 、ナイフ形石器の機能につ いて述べ てきた。ナイフ形石器だけでな く、出土状況や他の石器

とのセ ッ トな ど総合的にみてい くと、ナイフ形石器は、実際上は石今族としての機能 を有す るもので

あつた可能性が非常に高い。 しか しなが ら、現段階ではナイフ形石器の機能 を決定で きるだけの資

料はな く、将来にまつほかない。

(追 記 )今回報告 した調査地点か ら北東約 600mの郡家川西 H地点では、舟底形石器の

製作がおこなわれたキャンプ地 を検 出 した。 (日召和52年 11月 )
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⑫ 宮坂英式・宮坂虎次『蓼科』尖石考古博物館研究報告叢書 第2冊  1966

滝沢 浩「ナイフ形石器の機能」 (『 下総考古学』第 1号 1964)

⑩ 計測。図化した資料は以下のとおりである。重量が明らかでないものは省略せざるをえなかった。

国府型ナイフ形石器 :郡家今城遺跡出土のナイフ形石器のうち、 I類の完形品30点

塚原型ナイフ形石器 :高槻市塚原遺跡表採、完形品11点  『津之江南遺跡発掘調査報告書』高槻

市教育委員会 1976

有舌尖頭器 :5点 「山城盆地における有柄尖頭器の資料」(『古代文化』20-8・ 9 1968)、『泉南郡

阪南町鳥取地区埋蔵文化財分布調査報告書』大阪文化財センター 1976、 前掲『津

之江南遺跡発掘調査報告書』

縄文時代の石1族 :17点「三島地方採集の石器」 (『大阪文化誌』 3-2 1977)

弥生時代の石鏃 :40点『勝部遺跡』豊中市教育委員会 1972 より各型式上下限を抽出。

⑭ 戸沢充則・鶴丸俊明「北海道川東羽田発見の石刃鏃とその遺跡」(『 考古学集刊』第4巻第2号  1968)

― ヨク ー
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図   版

PLATE 12 -89

群別個体番号 1

長さ 21
幅  6
厚さ 4.5

単位はcm

ナイフ形石器

単位は g



表 4 A群 出上の石器観察表 (1～21)

図  版 名  称 法 量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備 考

12--89

1

ナイフ形石器 長 さ 21

幅  6
厚 さ 4.5

0 55 ○素材は翼状制片○先端は鋭利に尖る0下半部折損

O断面は三角形

K-60 サヌカイト

12--89

2

ナイフ形石器 長 さ 40

幅  16
厚 さ 7

4 20 ○素材は翼状象U片 ○先端は尖っていない○下半部折損 O刃都

は鋭利で下端近 くにキズあり

○断面は三角形

M-59 サヌカイト

12--89

3

ナイフ形石器 長 さ 51

幅  16
厚 さ 7

5.20 O素材は翼状制片○先端は尖らずやや九味をおびる○基部は

刃部下半がA面側からの調整によって細 くなっているOA面
には背部調整の打撃痕が 3ヵ 所残る○基端部は他の剤離面が

小さく残るO断面は三角形

M-60 サヌカイト

○完形品 (左 刃 )

12-… 89

4

ナイフ形石器 長 さ 52

幅  14
厚 さ 7

4 90 〇素材は翼状制片○先端は鋭利に尖る0基端は直線に整形さ

れているO刃縁は鋭利でやや外彎し、B面 の稜線はほぼ平行

するO断面は台形

K-61 サヌカイト

O完形品 (右 刃 )

12--89

5

ナイフ形石器 長 さ 37

幅  15
厚 さ 9

3 25 O素材は翼状手」片○先端は鋭利に尖るO基端折損

○断面は三角形

K-60 流理構造のみえる

サヌカイト

○完形品 (右 刃 )

12--89

6

ナイフ形石器 長 さ 27

幅  13
厚 さ 4

1.10 ○素材は扁平な翼状素」片O先端は鋭利に尖る0基端折損○刃

縁は直線で、B面 の稜線は刃縁にほぼ平行する

O断面は台形

K-59 流理構造のみえる

サヌカイト

12--89

7

ナイフ形石器 長 さ 35

幅  13
厚 さ 9

4.10 ○素材は翼状禁J片 ○先端折損○基端はA面からの打撃によっ

て整形 O稜線が少し残る

O断面は三角形

K -61 サヌカイト

12--89

8

ナイフ形石器 長さ 56

幅  13
厚さ 5

4 30 O素材は翼状象Jtt O先端・基端とも尖っていない0基端は原

礫面を残す O刃縁はやや外彎する0刃縁に平行にB面 に稜線

ありO断面は台形

L-60 サヌカイト

12--89

9

ナイフ形石器 長 さ 56

咄邑   22

厚 さ 10

10,70 O素材は翼状手J片 ○両端は尖っていない。中央部で折れる0

B面に刃縁とほぼ平行する稜線ありOA面には背部に接して

多数の打撃痕ありO断面は台形

上半部
M-60
下半部
K-58

サヌカイト

O約 18m離 れて

接合

13-89

10

ナイフ形石器 長 さ 18

幅  10
厚 さ 5

0 75 O素材は翼状剖片O先端 。中央部とも折損

O断面は三角形

K-58 サヌカイト

13--89

11

ナイフ形石器 長 さ 28

幅  15

'享

さ 10

3.95 ○素材は翼状雫」片○先端・基端とも折損

○断面は三角形

M-60 サヌカイト

13--89

12

ナイフ形石器 長 さ 77

幅  20
厚 さ 8

11.20 O素材は翼状禁J片 ○先端は尖る○基端は尖らず、原礫面を残

す○背都調整中に基部近 くで 2点に破損OB面中央部にわず

かに稜線残る0断面は台形

先端部
M-59
基端部
M-60

サヌカイト

O約 035m離れて

接合

13--90

13

ナイフ形石器 長さ

幅

厚さ

5 50 O素材は翼状象」片02～ 3点に破損、下半部は欠失

〇背部調整は荒い

○断面は三角形

先端部

K-60
中央部

及び調

整制片

」-61

サヌカイト

○背部調整禁」片も

接合する



図  版 名  称 法 量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備  考

13--90

14

ナイフ形石器

A 群

長 さ 63

噺目   27

厚 さ 13

18,75 ○素材は翼状剖片○先端折損 O背都および基端に原礫面を残

すOB面に稜線をもたない

○断面は三角形

L-58 サヌカイト

13--90

15

二次加工のあ

るキ」片

長さ 40

幅  30

'享

さ 14

13.70 O素材は厚 く手J離面の多い翼状剥片OA面側から強く2回 、

弱 く数回の打撃によって四角形につ くる0右辺縁を刃部とし

て使用可能○断面は台形

M-60 サヌカイ ト

13--90

16

翼状劉片 長 さ 45

瑚目   22

厚さ 4.5

O扁平 O上端部は斜めに下端部は直角に折れている0打点は

山形に調整された頂点にある○断面は平行四辺形

K-60 風化のすすんだサ

ヌカイト

14--90

17

翼状争」片 長 さ 74

幅  25
厚 さ 7

12.90 O典型的形態○上端部は新たに折損○下端部は細 く尖 り原礫

面を残す○打点は山形に調整された頂点にあるO刃縁中央部

に小さな刃こばれありO断面は平行四辺形

N-59 流理構造のみえる

サヌカイト

O P1 85を 参照

14--90

18

翼状剖片 さ

　

　

さ

長

幅

厚

51

24

11

12.15 ○典型的形態 O上端部は打面調整部から2回 の手」離をおこな

い切出し状縁につ くる0下端部はA面側から急角度の調整に

よって折られている

K-60 サヌカイト○上端

部・下端部の剰片

ともにK-60出土

14--9ユ

19

翼状剥片 長さ 34

幅  18
厚 さ 7

○典型的形態O下半大半を折損○打面に打撃痕 O刃部上端部近

くに小象」離あり

O断面は平行四辺形

M-59 サヌカイト

14-91

20

翼状雫」片 長 さ 97

幅  35
厚 さ 11

30.65 O大形の典型品○上端は、細く尖り下端は尖っていない0打面

調整は小さくていねい0打点は山形の頂点にあるO刃縁 B面

は下半部、A面は上半部に刃こぼれ顕著 O断面は平行四辺形

K-59 サヌカイト

O P1 85を参照

14-91

21

叩 き 石 長 さ 53

晰三   26

厚 さ 13

24.30 ○扁平な角柱状○下半部折損○上端の尖った部分に打撃痕顕

著

K-60 粘板岩

表 5 B群 出土の石器観察表 (1～ 5)

図  版 名  称 法  量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備   考

17-91

1

ナイフ形石器 長 さ 38

幅  12
厚 さ 7

O素材は翼状禁1片 O先端は鋭利に尖る0基端は尖らず、原礫

面を残すOB面は稜線なし

〇断面は三角形

」-8 流理構造のみえる

サヌカイト

○完形品 (左 刃 )

17-91

2

ナイフ形石器 長 さ 46

幅  19
厚 さ 7

〇素材は典形的翼状禁1片 ○先端部折損 O基端は直線に整形 さ

れているOB面の刃縁には小さな刃こばれあ り

○断面は台形

H一 H 気泡の多いサヌカ

イト

17-91

3

翼状制片 長さ 31

幅  24
厚さ 5.5

O扁平○上端は尖る0下半部折損 J-8 風化の著しいサヌ

カイト

17-91

4

翼状剰片

及び 石核

長さ 34

呵目   24

厚さ 10

○打面調整は比較的ていねいO翼状崇1片 底面に多数の亀裂あ

り○下半部を折損する翼状剥片と翼状象u片 石核が接合する

G-10
石核

G-9

サヌカイト

石核の正確な出土

位置不明

17-91

5

翼状象J片 長 さ 47

期目   26

厚さ 9

10.15 O左右不揃い、両端とも尖っていないOA面上端部には斜め

の他の剣離面あり

○断面は台形

I-10 風化の著しいサヌ

カイト



表 6 C群 出上の石器観察表 (1～ 36)

図  版 名  称 法 量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備 考

18--92

1

ナイフ形石器 長さ 24

幅  13
厚さ 6

1 90 O素材は翼状剖片 O先端は細 く尖 る0背都調整中に下半部 を

折損

○断面は台形

P-19 サヌカイト

18--92

2

ナイフ形石器 長 さ 48

幅  13
厚 さ 7

3 90 O素材は翼状剖片○先端は鋭利に尖るO基端は直線に整形さ

れているOB面は稜線を残す

O断面は台形

P-25 サヌカイト

○完形品 (左 刃 )

18--92

3

サイフ形石器 長 さ 50

幅  14
厚 さ 5

3 60 O素材は翼状劉片、B面に 2面の制離面あり0両端とも鋭利

に尖る○刃縁中央部から基部に小さな刃こぼれあり

○断面は台形

Q-25 サヌカイト

○完形品 (左 刃 )

18--92

4

ナイフ形石器 長 さ 61

幅  18
厚 さ 5

4.80 ○素材は扁平な翼状象」片O両端ともに尖るが、先端がより鋭

利 O刃縁はやや外彎し、B面の稜線は刃縁に平行する

○断面は台形

R-23 サヌカイト

○完形品 (左 刃 )

18--92

5

ナイフ形石器 長さ 78

幅  18
厚さ 11

12.40 O素材は翼状主J片 、稜線上に打撃痕残るO先端は鋭利に尖る

O基端は尖っていない○背部調整はA面から急角波におこな

った後 B面からもおこなっているO刃縁は先端部近 くで大き

く外彎する

O断面は三角形

Y-24 サヌカイト

○完形品 (右 刃 )

18--92

6

ナイフ形石器 長 さ 51

幅  17
厚 さ 7

510 O素材は翼状手J片 、刃縁が大きく外彎する0先端は鋭利に尖

る0基端は丸 く整形されている○中央部先端よりで折れてい

る○刃縁下半部に刃こぼれあり

O断面は台形

上半部

O-25
下半部

P-25

サヌカイト

○完形品 (左 刃 )

O約 03m離れて

接合

18-92

7

ナイフ形石器 長 さ 16

幅  11
厚 さ 5

0 80 O素材は翼状キU片 ○先端は丸味おびるO背部調整中に下半部

折損

O断面は台形

U-19 サヌカイト

18--92

8

ナイフ形石器 長 さ 25

幅  12
厚 さ 65

1 70 O素材は翼状象U片 ○先端は鋭利に尖るO背部調整中に下半部

折損

○断面は台形

U-18 サヌカイト

18--92

9

ナイフ形石器 長さ 31

幅  19
厚さ 8

5 00 ○素材は翼状手1片 O基端は直線に整形されている0背部調整

中に上半部折損か

O断面は台形

T-19 サヌカイト

19--92

10

ナイフ形石器 長 さ 86

幅  25
厚 さ 9.5

16 25 〇素材は不定形の象J片 、原礫面を残す○先端は尖っていない

O基部はA・ B面 とも両側縁から調整をおこない、細 く整形

されているOB面右側縁に2～ 5mmの 」ヽさな刃こぼれあり

○断面は刃部が三角形、基部は六角形

N-21 サヌカイト

○完形品 (右 刃 )

19--93

11

彫   器 長 さ 50

晰目   30

厚 さ 21

30.20 ○素材は不定形の剖片、原礫面を残す O薄 くなっている縁都

を上下端から加撃して刃部をつ くる

N-21 サヌカイト○刃部

を再生した制片が

N-19か ら出上

19--93

12

彫   器 長さ 39

瑚ヨ   27

厚さ 16

13 75 ○素材は不定形の禁1片 、分厚 く、剣離面多数 O上端から2回

以上の打撃を加えて斜めの刃部をつ くる○上面に打撃痕あり

V-25 黄灰色のチャー ト

19--93

13

二次加工のあ

る禁」片

長 さ 39

幅  17
厚 さ 7

4 30 O素材は翼状争U片 の端部○上端部はA面から上端を尖らすよ

うに二次加工をおこなう○下端は尖らず、原礫面が少し残る

O断面は台形

R-25 サヌカイト

○翼状剥片の再利

用か



図  版 名 称 法 量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備   考

20--93

14

使用痕のある

手J片

C 群

長さ 70

晰目   29

厚さ 10

16.00 O素材はやや縦長の扁平な象J片 OB面右側縁は直線で、 5 mm

前後の刃こばれあり○背部は原礫面を残す

○断面は三角形 O P1 85を参照

N-21 サヌカイトOB面
右側縁の刃こぼれ

は使用痕

19--93

15

使用痕のある

剖片

長さ 32

幅  22
厚 さ 5

4.40 ○素材は不定形な剖片OB面左側縁に2～ 3mmの 急角度に刹離

した小さな刃こぼれ○右側縁に比較的大きな内彎した刃こば

れありOA面に小さな打瘤ありO断面は三角形 O P1 84参 照

Y-21 灰色のチャー ト

OB面左右側縁の

刃こばれは使用痕

19--93

16

使用痕のある

制片

長 さ 41

囀邑   34

厚 さ 12

10 30 〇素材は不定形な制片、原礫面を残す O打面をのぞく3辺 に

はA面から各 lヵ 所の刃こtFれ あり

○断面は三角形 O P1 84を参照

R-24 白色の溶結疑灰岩

03辺の刃こばれ

は使用痕

20--93

17

使用痕のある

縦長剖片

長 さ 86

呵冨   33

厚 さ 17

43.80 ○素材は縦長の剥片、原礫面を残す。打面は小さい○下端部

A面には 2面の禁J離面、左側縁に小さな刃こIFれ ありOB面
の打撃は下方からおこなう (A面 と逆)○ 断面は三角形

V-20 サヌカイト

○刃こぼれは使用

痕 O P1 85を 参照

20--94

18

使用痕のある

乖J片

長さ 59

咄邑   32

厚さ 7

11.25 ○素材は横長、扁平な柔Utt O先端は尖 っていないOA面左側

縁に荒い刃こぼれあ り

O断面は平行四辺形

N-20 サヌカイト

OA面左側縁の刃

こばれは使用痕

20--94

19

翼状剥片 長さ 79

硼目   25

厚さ 8.5

14 30 O稜線上に打撃痕あり○上・下端とも尖る○打面は平坦OA
面上から約 3分の 2に l Cn前後の荒い刃こぼれ、B面下から

約 3分の 1に 小さな刃こばれありO断面は平行四辺形

P-24 流理構造のみえる

サヌカイト

O P1 85を参照

21--94

20

翼状手」片 長さ 55

幅  21
厚さ 5

6 10 O扁平 O上端は尖っていないO中央部で接合するも下半部折

損 OB面の破損個所に亀裂あり

O断面は台形

上部
U-18
下都
T-21

サヌカイト

○約 15m離れて

接合

21--94

21

翼状剣片 長さ 59

叫ヨ   27

厚さ 6

8.10 ○上下不揃いO下端は、他の制離面とA面が交差して尖って

いるOB面の多くの象け離面は打面側から場所を変えて象U離 さ

れているO断面は平行四辺形

V-19 サヌカイト

21--94

22

翼状剰片 長 さ 67

噺目   28

厚さ 7

7 60 ○稜線上に打撃痕が残るO上部と下部は群を越えて接合する

O断面は平行四辺形

上部
J-9
下部
S―-25

サヌカイトO完形

品O約 9m離れて

接合

21--94

23

翼状雫」片 長 さ 68

晰昌   36

厚 さ 9

16 10 ○横長、A面に稜線が残るOA面左側縁はやや外彎し、鋭利

O断面は平行四辺形

R-23 風化のすすんだサ

ヌカイト

21--95

24

翼状剰片 長 さ 27

幅  15
厚 さ 5

1.50 〇薄い典型的な翼状素」片の上端都 P-21 サヌカイト

21--95

25

翼状禁」片 長 さ 24

幅  15
厚 さ 4

1.65 ○薄い典型的な翼状制片の上端部○上端は原礫面を残す V-19 サヌカイト

22--95

26

翼状系」片 長さ 79

叫ヨ   33

厚さ 20

37.60 ○打面に比して底面が幅広いO打面調整は比較的ていねいで

打点は山形に調整された平坦部にある0上下端とも尖ってい

ない。上端は原礫面を残す。断面は平行四辺形

Q-27 サ メカイ ト

22--95

27

翼状剥片 長 さ 77

幅  42
厚 さ 18

33 60 O上下が不揃い。上端は尖るO下端は幅広 くなり、原礫面を

残す○打面は山形に調整され、打点は頂点にある0刃縁には

小さな刃こばれありO断面は平行四辺形

Q-27 サヌカイト

O P1 85を参照

lV



図  版 名  称 法  量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備  考

22--95

28

翼状剖片

C 群

長さ 72

咄ヨ   22

厚さ 7

○典型的形態、薄い。打面は山形に整形され、打点は頂点に

ある

O断面は平行四辺形

Y-23 風化が著しいサヌ

カイト

23--95

29

翼状制片 長さ 51

幅  23
厚 さ 8

7,75 ○上下不揃い、B面 に剖離面多し

O断面は平行四辺形

Z-24 サヌカイト

23--95

30

翼状票」片 長 さ 75

幅  17
厚 さ 6

3.30 ○典型的形態、小さい○上端は鋭利に尖る0打面は山形に整

形され、打点は頂点にある

O断面は平行四辺形

P-25 サヌカイト

23--96

31

翼状剥片 長 さ 39

幅  20
厚 さ 8

O上端部の刃縁が内彎する0上端は原礫面を残す○下半部を

折損

〇断面は平行四辺形

T-22 サヌカイト

23--96

32

翼状制片 長さ 39

幅  24
厚さ 5

5.25 ○稜線上に打撃痕ありO上半部折損

○断面は平行四辺形

N-18 サヌカイト

23--96

33

翼状象1片 長 さ 48

幅  35
厚 さ 11

20 10 O下端部の刃縁が内彎するO下端部は原礫面を残す O上半部

折損

O断面は変形な平行四辺形

Q-25 サヌカイト

23--96

34

叩 き 石 長 さ 55

幅  26
厚 さ 12

20.00 O素材は、丸く扁平な柱状の礫○右上端部に打撃痕が集中し

小さな崇J離痕あり○上半部は接合するも下半部折損

O断面はほぼ楕円形

P-20 粘板岩○同一グリ

ッド内で約 0.lm
離れて接合

24--96

35

接合剥片 長 さ 33

噺目   60

厚 さ 9

12.00 ○打撃点を左に移動しながら剖離された 8点の小さな剣片の

接合資料〇打面は平坦

U-18
・20・ 21

T-18
。 19

サヌカイト

○約 17m離 れて

接合

24--96

36

掻  器 長 さ 45

噺目   58

厚 さ 13

43.40 ○厚い横長剥片○刃部は下端部を急角度にA面から剖離し、

やや内彎ぎみにつ くる0刃部調整による禁」片は、周囲約 lm
の範囲に出上し、うち 1点が接合する

T-17
剖片

T-21

○粒子の荒いサヌ

カイトO約 16m
離れて接合

表 7 D群出上の石器観察表 (1～ 28)

図  版 名  称 法  量 重 量 形 態 調 整 出土地点 備   考

26--97

1

ナイフ形石器 長さ 38

幅  18
厚さ 9

5.65 ○素材は翼状剖片○先端は鋭利に尖るO下端は直線に折れ、

下半部欠失

O断面は台形

a-27 流理構造のみえる

サヌカイト

26--97

2

ナイフ形石器 長 さ 26

幅  16
厚 さ ■

4.80 ○素材は翼状剖片O先端は尖っていない。下端は直線に折れ

下半部欠失○両側縁はA面から調整

O断面は変形な台形

c・ d―

28・ 29

粒子の荒いサヌカ

イトO基部の可能

性あり

26--97

3

ナイフ形石器 長さ 35

幅  15
厚さ 9.5

O素材は翼状象J片 ○先端は鋭利に尖る0下端は直線に折れ、

下半部欠失○両側縁はA面から調整

○断面は変形な台形

b―-28

の柱穴

サヌカイ ト

26--97

4

ナイフ形石器 長さ 20

幅  14
厚さ 6

O素材は翼状劉片O先端は尖っていない〇背部調整中に下半

部折損○折損個所に亀裂あり

○断面は三角形

f -40 サヌカイト



図  版 名 株 法 量 重 量 形  態 。 調  整 出土地点 備  考

26--97

5

ナイフ形石器

D 群

長 さ 39

期目   22

厚 さ 13

7.20 ○素材は厚い翼状崇」片○先端は尖 るO下半部折損 O両側縁は

A面か ら調整

O断面は台形

e-41 サヌカイト

26--97

6

ナイフ形石器 長 さ 64

幅  16
厚 さ 9.5

8.00 ○素材は翼状剖片○先端は尖る○基端は直線に整形 O背部調

整はA・ B両面からおこない、稜線は残っていない

O断面は三角形

e ―-30

の柱穴

サヌカイト

26--97

7

縦長崇J片 長 さ 78

晰邑   23

厚 さ 8

16 20 02条の稜線がはじる縦長手」片O下端は斜めに切れている0
B面の左側面に原礫面を残す。打面は平坦OA面に大きな打

瘤あり○断面は三角形

b-28
の柱穴

茶灰色のチャー ト

26--97

8

縦長崇」片 長さ 42

幅  19
厚さ 4

2 70 01条の稜線がはしり、扁平 O打面は非常に小さいOA面に

打瘤なしOB面左1民」縁に小さな刃こぼれあり

O断面は台形

Z-28 黒灰色のチャー ト

○刃こぼれは使用

痕 O P1 84を参照

26--97

9

縦長制片 長さ 54

幅  21
厚さ 5

6.40 ○崇J離面多しOA面にある8面のうち 5面 は下方からの制離

|こ よる0打面イま,Fttに /1ヽ さい

○断面は台形

f -32 黒色、流紋岩か

27--97

10

使用痕のある

手」片

長 さ 37

覇邑   25

厚 さ 8

5 90 O素材は不定形、扁平なキJtt O B面 上端部に原礫面を残す O

A面右側縁上部に1～ 2mmの 小さな刃こばれ、B面右側縁に急

角度の荒い刃こばれあり

○断面は平行四辺形

c・ d―

28・ 29

黄灰色チャー ト

○両側縁の刃こぼ

れは使用痕

O P1 84を 参照

27--97

11

使用痕のある

黒」片

長 さ 63

幅  30
厚 さ 10

17 00 ○素材は扁平な制片O上・下端とも原礫面を残す O左右両側

縁にA面からの急角度の荒い刃こばれあり

○断面は台形 o P1 84を参照

Y-29 茶・緑・ 白色の縞

状チャー ト○刃こ

ぼれは使用庚

27-98

12

掻 器 長 さ 46

瑚邑   32

厚 さ 16

13 25 O素材は不定形を禁U片 ○刃部はA面から急角度に剰離し、丸

く仕上げる0風化のため調整等細部不明

X-30 流理構造の著しい

サヌカイトO風化

が著しい

27--98

13

翼状辛1片 長さ 46

晰昌   25

厚さ 8

6.20 ○上下不揃い。上・下端とも尖っていなし

O断面は台形

a-31 サヌカイ ト

27--98

14

翼状剣片 長 さ 42

幅  25
厚 さ 4

3 10 O扁平で不揃い0上端は尖っていないO下端は切れたような

形状を呈す

O断面は平行四辺形

g-35 サヌカイト

27--98

15

翼状象」片 長さ 51

晰邑   25

厚さ 6.5

5 00 ○上下不揃い。上端は尖っていないO下端は尖るOB面に稜

線なし

O断面は三角形

Z-32 サヌカイト

28～-98

16

翼状雫J片 長さ105

幅  31
厚さ 10

30 85 ○大形O上・下端とも尖らず、原礫面を残す。刃縁は上・下

端近 くで内彎、稜線もほぼ平行する○打面はていねいに山形

に整形され、打点は中央部の頂点にあるOA面の刃縁上半部

に荒い刃こばれあり

O断面は平行四辺形

Z-40 サヌカイト

OP1 85を参照

28--98

17

翼状剣片 長 さ121

町邑   37

厚 さ 8

27.20 O扁平で大形 O上 。下端とも尖らず、原礫面を残す O刃縁は

直線で、稜線もほぼ平行する0打面は山形に整形され、打点

は中央部の頂点にあるO打瘤がA面に残る

。断面は平行四辺形

d-42 気泡の多いサヌカ

イト

○本遺跡最大の翼

状剥片

Vl



図  版 名 称 法 量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備  考

27--99

18

翼状禁J片

D 群

長さ 59

可ヨ   35

厚さ 9

19,10 ○四角形、打面は平坦 O刃 縁は直線で鋭利OB面の下端部に

は他の崇」離面があり、打面側からのよ」離面も2ヵ 所ある

O断面は台形

c・ d―

35

粒子の荒いサヌカ

イト

28--99

19

翼状制片 長 さ 64

幅  27
厚 さ 6

9 75 O扁平、稜線上に打撃痕あり○上 。下端とも尖 り、刃縁は大

きく外彎する0打面はていねいに山形に整形され、打点は中

央部の頂点にあるO断面は平行四辺形

c ―-40 サヌカイト

28--99

20

翼状剣片 長 さ 48

幅  16
)享 さ 45

2 85 ○小形○上・下端とも尖る○打面は平坦

O断面は平行四辺形

e -32 サヌカイト

29--99

21

翼状剣片 長さ 57

瑚ヨ   37

厚さ 19

36 80 ○不整形、稜線上に打撃痕ありO上端は原礫面を残す

0断面は平行四辺形

c-42 サヌカイ ト

29--99

22

翼状争」片石核 長 さ 51

幅  41
厚 さ 19

35。 10 O両側辺から打撃をおこなって翼状禁J片 を禁」離した石核の残

欠OA面は原礫面を多く残し、右側辺に打面調整が 2面 ある

O下半部折損

h-36 サヌカイト

29--99

23

翼状制片石核 長 さ 58

晰邑   52

厚 さ 13

43 25 ○下方からの打撃によって剣離された盤状制片を素材とする

○上端部に原礫面を残す O打面調整なし02～ 3回 おこなった

打撃痕あり

c・ d一

28 ・ 29

サ ヌ 々 イ ト

31-100

24

茉J  片 長 さ 51

幅  25
厚さ 12

13 50 ○縦長、B面 に多くの剥離面ありO打面は平坦で、原礫面を

残す

f-37 サヌカイト

-101

25

制   片 長さ 48

幅  58
厚さ 15

22 40 ○不整形

○打面は平坦

e ―-29 サヌカイト

29-100

26

剥   片 長 さ 42

瑚邑   48

厚さ 15

20.80 ○不整形OB面に多くのキ1離面と原礫面あり

○打面は平坦

g-39 茶黒色の安山岩

30-100

27

翼状手」片石核 長 さ 52

期目   56

厚さ 20

50 50 ○底面が平坦でない石核の残欠である0打面調整の剖片が接

合する

g-40
柔1片

e-41

サヌカイト

○約 1lm離れて

接合

31-100

28

予1  片 長 さ 54

幅  69
厚さ 16

47 50 ○不整形、B面 に多数の象J離面と原礫面あり

O打面は平坦OA面の打瘤は大きく長い

Z-30 サヌカイト

表 8 E群 出上の石器観察表 (1～43)

図  版 名 称 法 量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備 考

32-101

1

ナイフ形石器 長さ 51

幅  12
厚さ 6

3 55 ○素材は扁平な翼状制片○先端は尖る○基端は尖らず、原礫

面を残す○刃縁・背部ともやや外彎する

0細身○断面は台形

E群 サヌカイト

○完形品 (右刃 )

32-lol

2

ナイフ形石器 長 さ 50

幅 135
厚 さ 6

4 60 O素材は扁平な翼状制片O先端は鋭利に尖る0基端は直線に

整形されている0刃縁・背部ともやや外彎する

O断面は台形

E群 サヌカイト

○完形品 (右刃 )

Vll



図  版 名 称 法 量 重  量 形  態 。 調  整 出土地点 備   考

32-101

3

サイフ形石器

E 群

長 さ 50

幅  14
厚 さ 4

3.20 ○素材は扁平な翼状崇Utt O先端は鋭利に尖る○基端は直線に

整形され、刃縁の下部にA面からの基部調整あり

○断面は台形

E群 サヌカイト

O完形品 (右刃 )

35-101

4

ナイフ形石器 長 さ 30

幅  18
厚 さ 8

3.70 ○素材は翼状象Utt O背 部調整中に上半部折損

○断面は三角形

E群 サヌカイ ト

32-10ユ

5

ナイフ形石器 長さ 48

幅  14
厚さ 9

4.90 ○素材は翼状剖片○先端は鋭利に尖るO基端は直線に整形さ

れている0稜線は背部調整によって大都分なくなっている

○断面は三角形

E群 気泡のあるサヌカ

イト

O完形品 (右 刃 )

32-101

6

ナイフ形石器 長さ 54

幅  16
厚さ 10

7.20 ○素材は翼状剥片O先端は鋭不uに 尖るO基端は月ヽさな調整に

より丸く整形されている0刃 縁は大きく外彎し、背部は直線

○断面は三角形

E群 サヌカイト

O完形品 (右 刃 )

33-10ユ

7

サイフ形石器 長さ 57

幅  17
厚さ 11

10.10 ○素材は翼状象Jtt O先 端は尖り、基端は尖っていない0刃縁

は外彎し、背部は直線OA面背部に打撃痕が残る

。断面は台形

E群 サヌカイ ト

O完形品 (右刃 )

35-101

8

ナイフ形石器 長 さ 31

幅  23
厚 さ 6

3.00 ○素材は翼状禁Jtt O背 部調整中に上半都折損

○断面は台形

E群 サヌカイト

33-102

9

ナイフ形石器 長さ 61

幅  18
)享 さ 45

4.50 ○素材は扁平な翼状制片○両端とも尖る0刃縁は大きく外彎

し、稜線はほぼ平行 O背部は直線で調整はA面から急角度に

おこなう○断面は台形

E群 サヌカイト

O完形品 (右刃 )

33-102

10

ナイフ形石器 長 さ 67

幅  17
厚さ 11

9,00 ○素材は翼状禁」片、底面が広い○両端 とも尖っていないO刃

縁はやや外彎する○背都調整はA・ B両面からおこなう

O断面は三角形

E群 サヌカイト

O完形品 (右刃 )

33-102

11

ナイフ形石器 長さ 71

幅  19
厚 さ 10

8 85 ○素材は翼状主U片 、刃縁が内彎するO先端は鋭利に尖るO基

端は尖っていない○背部はやや外彎し調整はA面から荒 くお

こなう○断面は三角形

E群 サヌカイト

O完形品 (右 刃 )

35-102

12

ナイフ形石器 長 さ 47

幅  21
厚 さ 12

11.30 O素材は翼状辛J片 、底面が広いO背部調整中に先端を折損、

尖っていない

○断面は三角形

E群 サヌカイト

35-102

13

サイフ形石器 長 さ 53

幅  18
厚 さ 10

9 00 O素材は翼状争1片 、底面が広い○両端とも背部調整中に折損

○断面は三角形

E群 サヌカイト

33-102

14

ナイフ形石器 長さ 83

幅  19
厚さ 11

13 15 ○素材は翼状茉U片 、底面が広い0先端は鋭利に尖る0基端は

原礫面を残す O刃縁はやや外彎し、背部は直線 O背部調整は

A・ B両面からおこなう○中央部で折れる0断面は三角形

E群 サヌカイト

○完形品 (右 刃 )

35-103

15

ナイフ形石器 長 さ 25

幅  14
厚さ 6

1 35 O素材は翼状剣片○先端は尖っていないO下半部折損

O断面は三角形

E群 サヌカイト

34-103

16

ナイフ形石器 長 さ 43

幅  13
厚 さ 5

2 80 O素材は扁平な翼状禁」片○先端は尖るO基端は直線に整形さ

れているO背部はやや外彎 し、調整はていねい

○断面は台形

E群 サヌカイト

V111



図  版 名  称 法  量 重 量 形  態 ・ 調  整 出土地点 備  考

34-103

17

ナイフ形石器

E 群

長 さ 52

幅  13
厚 さ 9

4.70 O素材は翼状制片、稜線に打撃痕ありO先端は鋭利に尖る○

基端は細 く尖る0刃部はやや外彎するO背部調整は両面から

おこなわれ、調整痕あり〇断面は三角形

E群 サヌカイト

O完形品 (左 刃 )

34-103

18

ナイフ形石器 長 さ 51

幅  17
厚 さ 8

6.20 ○素材は上下不揃いの翼状崇」片○先端は尖 る0基端は丸 くな

っているOA面に調整痕あり

○断面は台形

E群 サヌカイト

O完形品 (左 刃 )

34-103

19

ナイフ形石器 長 さ 56

幅  17
厚 さ 10

8 30 O素材は翼状象U片 、稜線に打撃痕あり○先端は鋭利に尖るO

基端は直線に整形されているOA・ B両面の刃縁に刃こぼれ

顕著 O断面は台形

E群 風化の著 しいサ ヌ

カイト○完形品 (左

刃 )○ 使用痕あ り

34-103

20

ナイフ形石器 長さ 67

幅 145
厚さ 12

8 30 O素材は翼状剖片○先端は鋭利に尖る○基端は尖っていなし

O中 央部で折れている

○断面は三角形

E群 流理構造の著しい

サヌカイト

○完形品 (左 刃 )

35-103

21

ナイフ形石器 長さ 28

幅  21
厚さ 10

4.60 ○素材は翼状象J片 ○基端は尖っていない○上半部折損

O断面は三角形

E群 気泡の多いサヌカ

イト

36-104

22

ナイフ形石器 長 さ 43

幅  10
厚 さ 16

2.60 ○素材は翼状制片○先端は尖るO下半都折損 O背部調整はA
・B両面からおこなうOA面からの打面調整中に破損したも

の O断面は台形

E群 サヌカイト

35-104

23

サイフ形石器 長 さ 44

期邑   20

厚 さ 8

4.25 ○素材は翼状剣片、底面が広 く扁平 O先端は尖る○背部調整

中に下半部折損

○断面は三角形

E群 サヌカイ ト

35-104

24

ナイフ形石器 長 さ 18

幅  10
厚 さ 9

0,90 ○素材は翼状剖片O先端は尖っていないO背部調整中に下半

部折損

○断面は三角形

E群 サヌカイト

36-104

25

使用痕のある

象U片

長 さ 52

叫邑   22

厚 さ 8

8 10 O素材は縦長の象Jtt O B面 右側縁上半部に、A面 からの荒し

刃こばれが 4ヵ 所ある

OPl.85を 参照

E群 サヌカイト○刃こ

ばれは使用痕、翼

状制片の例に似る

36-104

26

縦長剖片 長さ 27

幅  11
厚さ 3

1.00 O小 さく、打面は平坦 E群 黒灰色のチャー ト

36-104

27

縦長剖片 長 さ 24

晰邑   23

厚 さ 9

5 70 O不定形○打面は平坦OA面左面に原礫面を残す E群 茶色のチャー ト

36-104

28

縦長象U片 長 さ 31

晰邑   20

厚 さ 6

4 50 ○不定形○打面は平坦OB面右面に原礫面を残すOA面に大

きな打瘤を残す

E群 緑色のチャー ト

36-104

29

翼状キ」片 長さ 47

晰目   25

厚さ 5

5 20 O上端は直線で、下端も尖っていない。稜線はほとんど残っ

ていない〇打面は山形に整形され、打点は頂点にある

O断面は三角形

E群 サヌカイト

36-104

30

翼状剖片 長 さ 46

幅  25
厚 さ 8

4.25 O扁平○石核から辛」離の際、中央部で 3点以上に破損

○断面は平行四辺形

E辞 サ ヌカイ ト

lX



図  版 名  称 法  量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備  考

36-104

31

翼状剖片

E 群

長さ 64

引邑   26

厚さ 13

15.55 O底面が広 く、上下不揃い。上端は丸 く、下端は直線に整形

されているOA面上半部の刃縁に2～ 勒mの 刀ヽさな刃こtFれ あ

り○下半部の割国は新しい

○断面は三角形

E群 サヌカイト

O P1 85を参照

36-104

32

翼状剖片 長 さ 46

叫邑   24

厚 さ 6

5。 10 O扁平○石核から手」離の際、中央部で 2点 に破損

○断面は台形

E群 サヌカイト

37-104

33

象」 片 長さ 48

硼ヨ   50

厚さ 25

45.00 O原礫面が多い。断面は三角形

OB面の大きなネガティブ面を重視すれば、不整形な剖片を

とる石核の可能性あり

E群 サヌカイト

37-105

34

翼状剰片 長さ 52

幅  31
厚さ 8

11.20 ○打面は平坦 O上 。下端とも尖っていない○上端は原礫面を

残す

O断面は平行四辺形

E群 サヌカイト

37-105

35

翼状象」片 長さ 52

1幅  35
厚さ 8

10 80 O原礫面を打面とするO刃 縁と稜線はほぼ平行するOA面に

大きな打瘤あり

O断面は平行四辺形

E群 サヌカイト

37-105

36

打面調整剣片 長さ 38

朗ヨ   22

厚さ 7

5 00 OB面は左面に原礫面を残し、2～ 3面の右側からの主U離面あ

り

OA面は流理構造と約50～ 60度 の角度で剰離されている

E群 サヌカイト

37-105

37

縦長剖片石核 長 さ 32

幅  28
厚 さ 21

21.85 ○不定形な縦長制片を象J離 した石核の残欠O剖離は平坦な打

面を上から垂直におこなった後、原礫面のある側面から切断

する形でおこなう

E群 緑色のチャー ト

37-105

38

翼状雫J片 石核 長 さ 53

幅  34
厚 さ 11

15.50 ○原礫面を打面とする盤状禁V片 を素材とした石核の残欠

O打面調整は、下半部に3回の打撃をおこなう

E群 流理構造のみえる

サヌカイト

38-105

39

翼状象」片石核 長 さ 69

晰目   44

厚さ 23

55 15 ○素材は断面三角形の大きな剣片○底面を禁∬離した打撃痕は

B面 の稜線上に残っているO大 きな剖片をキU離する前に、中

央部で折れているO主J離する面は何回かの打撃によって潰れ

ている

E群 サヌカイト

38-106

40

翼状剖片石核 長さ 46

W邑    42

厚さ 15

23 90 02点の打面調整象」片 (42・ 43)と 翼状制片 (41)が接合す

る0(43)が剰離された後、1～ 2回 の打面調整がおこなわれ

出上していない翼状制片が剰離されている。ついで (42)が

制離され、最後に (41)の翼状剖片が剰離されている

O石核底面右側縁の外彎部を、打面側から調整している

E群 流理構造がみえる

サヌカイト

○石核の残欠を掻

器に利用している

O P1 39を参照

38-106

41

翼状制片 長 さ 38

幅  20
厚 さ 85

4.40 ○ (40)の石核から最後に禁1離 されたもの○両端とも尖って

いない

O断面は平行四辺形

E群 (40)と 同質のサ

ヌカイト

38-106

42

打面調整素J片 長 さ 26

幅  17
厚 さ 7

2 50 OB面は以前の打面調整制離百が多く残る

OA面はややヒンヂぎみに剣離されている

E群 (40)と 同質のサ

ヌカイト

38-106

43

打面調整制片 長 さ 21

幅  30
厚 さ 7

3.65 O打点はB面の左下端にある E群 (40)と 同質のサ

ヌカイト



表 9 F群 出上の石器観察表 (1～ 27)

図  版 名 称 法 量 重  量 形  態 ・ 調  整 出土地点 備   考

41-107

1

ナイフ形石器 長 さ 22

幅  15
厚 さ 6

2 95 ○素材は翼状制片O先端は鋭利に尖るO基端は直線に整形さ

れているO刃縁はやや外彎し、背部は直線OA面の刃縁下端

に B面側からの制離面が 1つある0断面は台形

h-47 サヌカイト

○完形品 (右 刃)

41-107

2

ナイフ形石器 長さ 69

幅  21
厚さ 7.5

10.70 ○素材は扁平な翼状制片O先端は尖る0基端折損○基端から

約 3分の 1で折れている0刃 縁はやや外彎し、背部はほぼ直

線○背部調整は先端まで至らないO断面は台形

上半部
表採
下半都
k-49

サヌカイト

41-107

3

ナイフ形石器 長 さ 85

呵邑   23

厚 さ 12

22 20 O素材は厚い翼状崇J片 ○先端は尖らず○基端直線に折るoA
面先端部に打面の一部が残る0背部調整は大きく荒 く、急角

度におこなうが、先端まで至らない○断面は台形

i -49 サヌカイト

O完形品 (右 刃 )

41-107

4

ナイフ形石器 長 さ 57

幅  23
厚 さ 7

8 05 O素材は扁平な翼状剣片、稜線上に打撃痕ありO先端は尖ら

ず O基端直線に折るO刃縁は外彎し上端部でやや内彎、背部

は直線OA面上部に打面調整が残る0背部調整は先端まで至

らない○断面は台形

,-47 流理構造のみえる

サヌカイト

○完形品 (左 刃 )

41-107

5

ナイフ形石器 長 さ 42

幅  20
厚 さ 8

6 80 O素材は翼状禁」片○先端は鋭利に尖るO基端は直線に整形さ

れている

。断面は台形

r-41 サヌカイト

○完形品 (右 刃 )

41-107

6

ナイフ形石器 長さ 66

幅  14
厚さ 9

6.00 O素材は翼状禁」片○両端とも鋭利に尖るO刃縁は外彎し、背

部はほぼ直線○背部調整はA面から大きくおこなった後、B

面から小さくおこなうO稜線なし○断面は三角形

p-42 サヌカイト

○完形品 (左 刃 )

41-108

7

掻 器 長 さ 54

幅  27
厚 さ 12

13 00 O素材は縦長雫U片 、B面 に 2条の稜線あり○下端部をA面 か

ら大きな 3回 の樋状象」離により丸 く仕上げ、先刃形の掻器に

つ くるO刃縁には小さな刃こぼれあり○左側縁には顕者な刃

こぼれO上端は折れているのか不明

k―-49 硬質頁岩

O P1 84・ 88を 参照

42-108

8

器 長 さ 43

晰目   28

厚 さ 10

11 85 ○素材は扁平、板状の制片○上方からの打撃による剖片が 2

点 (9・ 10)接合する0上方からは最低 7回 の象」離がなされ

打面にも2点の打撃痕ありO下方からの手J離 は両側縁にある

O左側は打面下端がB面から垂直方向に再生され、打点残ら

ず○右側は打面再生後 2回の象」離をおこなう

s -44 灰色のチャー ト

O(10)と 約15
m離れて接合

O P1 46を 参照

42-108

9

彫器の刃部再

生象」片

長さ 18

幅  12
厚さ 3

0.85 OB面には上方からの打撃によって千」離された剤離面が 3面

ある○切 り合い関係から、(8)の左側刃部再生に時間的に先

行して主」離されている

s -48 ( 8)と 同質のチャ

ト○ (10)と 約

35m離れて接合0

42-108

10

彫器の刃部再

生制片

長 さ 29

幅  14
厚 さ 8

4 00 OB面には上方からの崇J離面 3面 と、下方からの制離面 3面

がある

r-47 (8)と 同質のチャ

ー ト

42-108

11

縦長剥片 長 さ 54

呵邑   25

厚 さ 13

18 10 02条の稜線がはしるO打面は平坦○下端は尖っていな彰 m-44 黒色のチャー ト

42-108

12

翼状剤片 長さ 34

1幅  25
厚さ 11

810 ○扁平 O上半都折損 O下端は尖っていなし p-45
の柱穴

気泡の多いサヌカ

イト

42-108

13

翼状雫」片 長 さ 92

幅  37
厚 さ 12

31 00 O上下不揃いO打点より上部は薄 く短 く、下部は厚 く長い○

下端は尖 り原礫面残す。稜線は上約 3分の 1で刃縁と接す○

打点はていねいに山形に整形された頂点にある0断面三角形

i-47 新池 。穴ヶ谷グル

ープのサヌカイト

Xl



図  版 名 称 法  量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備   考

42-109

14

翼状制片

F 群

長 さ 70

幅  28
厚 さ 12

16.25 ○底面が広い○上端は尖らず直線○下端は鋭利に尖る○刃縁

は大きく外彎し、稜線もほぼ平行○打点はていねいに山形に

整形された頂点にあるO断面は台形

,-47 サヌカイト

42-109

15

翼状劉片 長 さ 44

幅  14
厚 さ 5

2 55 O小形O先端は鋭利に尖るO下端は尖っていないO稜線はB

面先端部にわずかに残る

O断面は三角形

n-43 気泡の多いサヌカ

イト

43-109

16

翼状雫U片 長 さ 75

呵昌   28

厚さ 7

12.75 O典型的形態 O上・下端とも細 く尖るO刃縁はやや外彎し

稜線もほぼ平行する

0断面は平行四辺形

i ―-46 流理構造のみえる

風化の者しいサヌ

カイト

43-109

17

翼状制片 長さ 70

射目   29

厚 さ 8

14 25 ○上下不揃いO上・下端とも尖っていない○打点から上半部

は厚 く長 く、下半部は薄く短い○下端から約 3分の 1で折れ

ているO断面は平行四辺形

上半部
i -48
下半部
i -47

表面が虫蝕い状の

サヌカイトO約 0

05m離れて接合

43-109

18

翼状剖片 長 さ 66

引昌   35

厚 さ 9

17 40 ○稜線に打撃痕ありO上・下端とも細いO打点は中央にあり

上半部が薄い○刃縁はやや外彎する

○断面は平行四辺形

k―-49 流理構造のみえる

サヌカイト

43-109

19

翼状剣片 長さ 64

晰邑   33

厚 さ 12

15 90 ○上下不揃い。上 。下端とも尖っていない0打点は中央やや

上にあり、上半部は薄いO稜線は明確でない

。断面は平行四辺形

i-47 粒子の荒いサヌカ

イト

44-110

20

翼状キU片 長 さ 51

幅  43
厚さ 8

13 90 O幅広、上端に原礫面を残す O上・下端とも尖っていないO

底面は上部ほど広いO打面調整は大きく、山形に整形され、

打点は頂点にあるO断面は平行四辺形

k―-49 流理構造のみえる

サヌカイト

44-110

21

翼状制片 長さ 92

幅  42
厚 さ 11

34 20 ○幅広 く、大形 O上・下端とも尖っていない。中央部で叩き

折られた下半部の 1点が接合する

0断面は平行四辺形

上半部
,-46
下半部
,-44

粒子荒 く流理構造

みえるサヌカイト

約135m距 て接合

44-110

22

翼状剖片石核

及び接合禁1片

長さ 72

幅  48
厚さ 7

25.20 O大 きな剣片は翼状剖片石核の残欠○接合する剖片は打面調

整雫Utt O B面 に翼状制片を制離した特徴的な稜線が残る

石核
,-47
剰片
i ―-47

黒い粒子が多いサ

ヌカイト〇約035
m離れて接合

48-110

23

辛」 片 長 さ 45

刺三   57

厚 さ 15

39,30 ○扁平な礫の一部を大きく象」離した横長の制片○原礫面を多

く残す

r―-43 サヌカイト

45-111

24

接合剖片 長 さ 29

幅  50
厚 さ 12

14 85 03点の不整形な象U片 が接合する○打面は平坦な原礫面①最

初に剖離した剣片①はG群出土

③
ｈ
１
４６

②
ｉ
１
４７

①
ｇ
‐
５‐

サヌカイトO① と

②は約 99m離れ

て接合

45-111

25

接合象」片 長 さ 30

覇扇   48

厚 さ 8

8 40 0(24)と 同様に、打面が原礫面の不整形な剖片 h-47
i -49

i -47

(24)と 同質のサ

ヌカイト

45-111

26

接合禁J片 長 さ 36

幅  79

'享

さ 43

29,75 O盤状よU片 から原礫面を制 ぐように剖離された 6点の不整形

な剖片が接合するO小さな 1点はG群出土

h-46
・47
i -47
F′-51

(24)と 同質のサ

ヌカイト○最長約

11.7m離れて接合

45-111

27

叩 き 石 長 さ 77

幅  50
厚 さ 30

165 50 ○河原石を利用○上下端とも多くの打撃痕におおわれ、大き

く消耗しているOA面の右上部には、打撃の衝撃による大き

な黒」離面が残る

k-48 黄色の珪岩

O P1 86を参照

Xll



表10 G群出上の石器観察表 (1～ 22)

図  版 名 称 法  量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備   考

49-112

1

ナイフ形石器 長 さ 25

幅  17
厚 さ 7

2 40 O素材は翼状剥片O先端は尖らず、原礫面を残す○背部調整

中に下半部折損

O断面は三角形

Dヒ 51 サヌカイト

49-112

2

ナイフ形石器 長さ 33

幅  18
厚さ 6

3.80 ○素材は扁平な翼状象J片 ○先端は尖っていないO背部調整中

に下半部折損

○断面は台形

D生 51 流理構造がみえる

サヌカイト

49-112

3

ナイフ形石器 長 さ 54

幅  15
厚 さ 9

5.60 O素材は翼状制片、底面が広い○先端は鋭利に尖るO基端は

尖っていない○背部調整は両面からおこなわれ両面に打撃痕

残るO背部調整象」片が接合 O断面は三角形

D生 53

予U片

c生 51

サ ヌカイ ト○完形

品 (右 刃)O約 0

75m離れて接合

49-112

4

ナイフ形石器 長 さ 68

幅  16
厚 さ 11

10 00 ○素材は翼状剥片、底面が広いO先端は鋭利に尖るO基端は

尖っていない○刃縁は大きく外彎○背部調整は両面からおこ

なわれ、背部は直線OA面に大きな打瘤痕 O断面は三角形

D十_47 サヌカイト

○完形品 (右 刃 )

49-112

5

ナイフ形石器 長 さ 91

幅  18
厚 さ 12

16 25 ○大きく厚い翼状雫U片 ○先端は鋭利に尖るO基端は直線、小

さく原礫面残す 0刃縁・背部共やや外彎 O背部調整はA面 か

ら大きく全縁に、後 B面から小さく先端部になす○断面台形

D生 47 流理構造みえるサ

ヌカイト○本遺跡

最大完形品(右刃 )

49-112

6

ナイフ形石器 長 さ 33

幅  17
厚 さ 6

2,65 O素材は扁平な翼状象」片○背部調整中に上半部折損○基端は

尖らず原礫面を残す

。断面は台形

E生 50 サヌカイト

49-112

7

穏 器 長 さ 55

期目   38

厚 さ 9

16 40 ○素材は扁平、やや縦長のキ」片O打面は平坦な原礫面 O刃 部

は下端の小範囲にB面から小さく調整OB面側下半部には広

範囲に大きな剥離痕あり

I′ -53 流理構造がみえる

サヌカイト

50-113

8

翼状剖片 長さ 61

期目   20

厚 さ 5

6.20 O上下不揃い、おヽ形 O上端は尖っていないO下端は尖る

○断面は平行四辺形

B生 52 流理構造が著しく

みえるサヌカイト

50-113

9

翼状千U片 長 さ 60

晰昌   26

厚さ 7

10 90 ○扁平、典型的形態 O上端部は折れているか不明 O下端部は

細い○打面は山形に整形され、打点は頂点にあるO刃縁には

小 さな刃こぼれあ りO断面は平行四辺形

C生 46 サヌカイト

50-113

10

翼状剰片 長 さ 64

呵晶   29

厚 さ 11

17 20 ○厚 く、上下不揃い。上 。下端とも尖る○刃縁は大きく外彎

するOB面には多くの打撃痕あり、打面上端にはA面制離以

前の打撃痕あり○断面は平行四辺形

D4_48 サヌカイト

51-113

11

翼状剰片 長 さ■0

幅  26
厚 さ 8

14.75 O扁平、大形○先端は鋭利に尖る0下端は尖らず、原礫面を

残す。ほぼ等しく3点に折れるO打面は山形に整形され打点

は頂点にあるO刃縁中央部に刃こばれあり○断面平行四辺形

上端部
B生 51

中下端
c生 51

サヌカイト

○約 07m離れて

接合

51-113

12

翼状剖片 長 さ 77

朝目   23

厚 さ 7

13.30 ○扁平 O上・下端とも尖っていないO打面は大きく山形に整

形され、打点は頂点にある

D生 51 流理構造がみえる

サヌカイト

50-114

13

翼状制片 長 さ 64

幅  35
厚 さ 11

20 00 ○稜線に打撃痕あり○上端は尖るO下端は尖らず、原礫面を

残す O刃縁は大きく外彎○打面は山形に整形され、打点は頂

点の平坦部にあり、 3点の打撃痕ありO断面は平行四辺形

C〔-49 サヌカイ ト

52-114

14

翼状剖片 長さ 60

刺邑   35

厚 さ 11

20 35 ○稜線がない。上端は尖らず、原礫面を残す○下端は尖るO

打面は原礫面を少し調整し、山形にはつ くらずOB面刃縁中

央部に打撃痕あり○断面は三角形

Fヒ 52 サヌカイト

Xlll



図  版 名 称 法  量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備   考

52-114

15

翼状剖片

‐G 群

長 さ 38

幅  13
厚 さ 4

2 40 ○扁平、小形 ○上・下端 とも直線で尖 っていない、折れてヽ

るのか不明

○断面は平行四辺形

B′-48 サヌカイ ト

52-114

16

翼状剖片 長 さ 29

幅  20
厚 さ 5

2 70 O扁平、小形○上・下端とも直線で尖っていない、折れてし

るのか不明

○断面は平行四辺形

C′ -49 サヌカイト

52-114

17

翼状制片 長さ 54

瑚ヨ   23

厚さ 8

8 25 ○上・下不揃い○両端 とも尖っていない。厚 さは上部ほど薄

い○打面は山形に整形され、打点は頂点にある

O断面は平行四辺形

D′ -5ユ 気泡の多いサヌカ

イト

51-114

18

キ」 片 長 さ100

幅  51
厚 さ 10

43 45 ○不整形、やや縦長○下端は細く尖る0打面は平坦 OA面右

側縁に原礫面を残す

C′ -46 サヌカイト

52-115

19

翼状崇」片 長 さ 63

硼三   36

厚 さ 15

18 85 ○上下不揃いO上・下端とも尖っていないOA面右側は剖離

後、打面から調整をおこなうO刃 縁には大きな刃こぼれあり

OA面の調整禁J片 が 1点接合する

D'-51

剣片

D′ -51

流理構造が著しい

サヌカイト○約0

35m離れて接合

52-115

20

制   片 長 さ 38
「
幅  32
厚 さ 7

9 50 ○やや縦長 OB面には 3面の剖離面あり F′-52 流理構造著しいサ

ヌカイトOG群内

に同質の制片なし

52-115

21

翼状素J片石核 長 さ 56

幅  43
厚 さ 15

40 60 ○盤状象J片 を素材とする石核○打面調整はA面の下方から5

、6回 おこなうO右側上端に打撃痕ありO下縁は原礫面を残す

C′ -48 サヌカイト

53-115

22

接合制片 長 さ 50

幅  61
厚 さ 22

34 20 ○縦長の大きな制片が 4点接合するO象」片のA面には大きな

ウェーブが見られ、流理構造と黒」離面との角度は約60度 OB
面は原礫面

C′ -51

D′ -50

D′ -51

流理構造がみえる

サヌカイト

表1l H群出上の石器観察表 (1～ 19)

図  版 名  孫 法 量 重  量 形  態 。 調  整 出土地点 備   考

56-116

1

ナイフ形石器 長 さ 44

幅  14
厚 さ 7

4 30 ○素材は翼状象」片O先端は鋭利に尖るO基端は尖っていない

○刃縁の基端から約 3分の 1ほ どにA面 からの基部調整あり

O断面は台形

Y′ -26 サヌカイト

○完形品 (右 刃 )

56-116

2

ナイフ形石器 長さ 54

幅  15
厚さ 7

5 30 ○素材は翼状剣片、底面が広い○両端とも尖っているOA面
は、基部に打面の一部が残り、右側にB面からの小さな基部

調整あり○断面は台形

T'-27 流理構造のみえる

サヌカイト

O完形品 (左 刃 )

56-116

3

ナイフ形石器 長 さ 89

中属   22

厚 さ 7

11 00 ○素材は大形の翼状崇U片 ○先端は尖っていない。3点 に折れ

るO下端部に亀裂あり、背部調整中に破損後、A面から2～ 3

回基部調整OA面先端部右側に打面を一部残す O断面は台形

先端部
R′-28
中・基
S′-26

サ ヌカイ ト○完形

品 (右 刃 )○ 約lm
離れて接合

56-116

4

ナイフ形石器 長 さ 37

晰目   23

厚 さ 8

6.10 ○素材は翼状ま」片、上端が細 くならない0先端は薄 く、尖る

。基端は直線○背部調整は、範囲小さく、先端まで至らない

○断面は三角形

X′ -20 サヌカイト

○完形品 (右 刃)

56-116

5

ナイフ形石器 長さ 45

嘲ヨ   23

厚さ 9

8 90 ○素材は翼状辛」片O先端は尖るO基端は直線○刃縁・背部 と

もA面から荒 く調整OA面左側上端には打面が残り、中央部

には大きな打瘤あり○断面は台形

a′ ―-22 流理構造のみえる

サヌカイト

O完形品 (左 刃 )

XlV



図  版 名 称 法  量 重  量 形 態 調 整 出土地点 備  考

56-116

6

ナイフ形石器

H 群

長 さ 30

幅  21
厚 さ 7

3 85 ○素材は翼状剖片○上半部折損 O基端は尖っていない○刃縁

・背部ともA面から調整をおこなう

O断面は台形

a′
―-22 流理構造のみえる

サヌカイト

56-116

7

ナイフ形石器 長 さ 32

期目   26

厚 さ 8

7.00 ○素材は横長の翼状剖片、B面 は原礫面○上半部折損 O基端

は尖っていない

○断面は三角形

a'-23 流理構造のみえる

サヌカイト

57-116

8

使用痕のある

剖片

長さ 40

咄ヨ   23

厚さ 10

6.30 ○不定形な縦長制片、B面に 1条の稜線ありO左刃縁はやや

外彎し、両面に非常に小さな刃こばれあり

T′ -23 赤色の鉄石英

○刃こばれは使用

痕

57-116

9

使用痕のある

剣片

長さ 63

期ヨ   46

厚さ 15

27 95 O不定形、大形の象」片○上端は鋭利に尖る0上端部両側の鋭

い刃縁に小さな刃こばれあり

S′-27 黄土色の鉄石英

○刃こばれは使用

痕 O P1 84参 照

57-117

10

使用痕のある

崇」片

長 さ 27

瑚邑   28

厚 さ 7

5 75 ○不定形、小形のキ1片 OB面下端に小さな刃こぼれあり S′ -26 黄土色の鉄石英

○刃こばれは使用

痕 O P1 84参照

59-117

11

柴J 片 長さ 33

叫ヨ   27

厚さ 5

4.60 ○不定形

O打面に原礫面を残す

S′-24 流理構造が著しく

みえるサヌカイト

59-117

12

千」 片 長 さ 41

幅  41
厚さ 14

18 80 Oやや縦長 O打面は平坦

OB面に原礫面を残す

Q′-27 流理構造が著しく

みえるサヌカイト

56-117

13

掻 器 長 さ 50

期目   40

厚 さ 18

32 50 ○素材は翼状禁1片 石核の残欠OA面の右下縁をB面 から丸く

刃部調整OB面右側には翼状剰片を系J離 した面が残る

S′-24 流理構造が著しく

みえるサヌカイト

60-117

14

打面調整剖片 長さ 49

幅  31
厚 さ 9

10.20 OB面には左側に原礫面、右側に右辺からの制離面ありOA
面がヒンヂになった典型的な打面調整剖片

a′ ―-23 流理構造のみえる

サ ヌカイ ト○新池

・穴 ヶ谷グループ

58-117

15

翼状雫1片 石核 長さ 42

咄昌   58

厚さ 12

31.30 OB面は原礫面○上半都折損 O底面は平坦OB面右側縁中央

に刃こばれあり

O P1 85を 参照

a′ -22 流理構造みえるサ

ヌカイト○二次使

用による刃こぼれ

58-118

16

禁」  片 長 さ 41

幅  63
厚 さ 15

25 10 ○三角形、大きく、B面右側縁に原礫面を残すOA面右側の

新 しい禁」離面を重視すれば、翼状雫U片 石核の可能性あり

Q′ -27 流理構造のみえる

サヌカイト

59-118

17

接合剖片 長さ 54

幅  61
厚 さ 18

39,75 ○翼状剖片石核に、中央で破損した翼状剖片が接合 O打面は

平坦○翼状剖片制離後、上端部を両面から調整

○翼状象1片 は上半部が R′ -28、 下半部が R′-27出土

石核

S′-24
流理構造者 しくみ

えるサヌカイ ト○

約21m離れて接合

60-118

18

接合制片 長さ 35

幅  17
厚さ 8

3 00 O小形の翼状象U片 の接合Oガ面は平坦、底面も平坦 大
X′-19
/1ヽ

aイ ー24

流理構造のみえる

サヌカイト ○約

28m離れて接合

58-118

19

翼状制片石核 長さ 84

晰目   68

)享 さ 20

10 34 O素材は扁平な礫○翼状柔」片辛じ離の際 2つ に破損 O翼状系」片

もヒンヂになっている0上端に小剖片が接合 O下端の大きな

劉離は、破損後 A面側から打撃をおこなっている

石核
S′―-28

素J片

U'-26

サヌカイト

○約 14m離れて

接合



表12 表面採集の石器観察表 (1～ 14)

図  版 名  称 法  量 重  量 形  態 ・ 調  整 出土地点 備   考

61-119

1

ナイフ形石器 長 さ 42

幅  18
厚 さ 8

6.90 ○素材は翼状剖片○両端とも折れて尖っていない○刃縁の約

3分の 2ほ どに刃こぼれあり

O断面は台形

A区の

南北濤

サヌカイト

61-119

2

ナイフ形石器 長さ 43

呵ヨ   24

厚さ 10

10.35 ○素材はB面に原礫面あるよ」片OB面 を大きく争」離後、B面

側から荒 くA面 ほぼ全面を調整O断面は三角形

○下端分の九い部分を重視すれば掻器の可能性あり

C区 流理構造のみえる

サヌカイト

61-119

3

掻   器 長さ 43

叫ヨ   26

厚さ 14

10 60 ○素材は不整形な剖片、原礫面ありO下端部をA面側から

5～ 6回調整して丸い刃部をつ くる

A区の

南北濤

気泡の多いサヌカ

イト

62-119

4

掻 器 長 さ 51

噺目   30

厚 さ 15

19 20 ○素材は不整形な剖片、原礫面あり○下端部をA面側から、

7～ 8回 小さく調整して丸い刃部をつ くる

C区 緑色のチャー ト

O P1 88を参照

61-119

5

掻 器 長さ 45

幅  47
厚さ 12

19 70 ○素材は扁平な横長象」片、打面に原礫面ありOA面に大きな

打瘤痕ありO刃 都は、下縁から両側縁下半部にわたる広範囲

につ くられているOB面右縁の刃部調整はとくにていねい

A区の

南北溝

サ ヌカ イ ト

61-119

6

掻 器 長さ 60

晰目   49

厚さ 13

41 00 ○素材は翼状剤片石核の残欠OA面 (石核底面)に 、両側縁

下半部から下端の広範囲に、B面 1民」から小さく荒い調整をお

こなう

C区 サヌカイト

62-119

7

掻   器 長 さ 58

射目   40

厚 さ 17

33.55 O素材は厚い横長制片、打面は原礫面

○刃部は、A面側から急角度に調整してつくる

C区 気泡のあるサヌカ

イト

62-120

8

彫   器 長さ 40

可ヨ   25

厚さ 14

13 60 ○素材は厚い板状の剥片O打面は平坦、打撃痕 4点以上OA
面左側縁に大小 2面の樋状剖離ありOB面には刃部再生以前

の左上方からの大きな象u離 あり

C区 灰色のチャー ト

63-120

9

翼状剖片 長 さ 32

幅  21
厚 さ 8

5 60 ○左右不揃い○上・下端とも尖らず、直線

○断面は平行四辺形

○石核 (11)か ら剣離されたものである

C区

溝 3

気泡の多いサヌカ

イト

63-120

10

翼状*J片 長 さ 43

晰邑   20

厚 さ 10

6 80 ○底面は幅広いO上端部はやや新しく折損○下端は尖ってし

ない。断面は平行四辺形

○石核 (11)か ら崇U離 されたものである

C区

溝 3

(9)と 同質のサ

ヌカイト

63-120

11

翼状制片石核 長 さ 68

晰昌   36

厚 さ ■

22.50 O素材は盤状象」片O下端は原礫面を残す

○打面調整は比較的大きく、中′い部を山形につ くる

C区

濤 3

(9)と 同質のサ

ヌカイト

62-120

12

キ1 片 長 さ 72

幅  38
厚 さ 19

30 45 O不整形、縦長○打面は原礫面

OA面に小さな打瘤痕あり

A区北

側井戸

の掘方

気泡のあるサヌカ

イト

62-120

13

縦長象」片 長 さ 43
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PREFACE
There is a diluvial hill running from the Tanba lhns ahnost to the centre of Takatsuki_

city, 「Γhe area is important in an understanding Of the dawn Of culture in the Mishittna district.

Three rivers, the Rivers Hio, Akuta and Nyoze, run through this fertile plain, and f10w intO

the River Yodoo  Between the Rivers Akuta and Nyoze there are such important sites as the

lmashirozuka rrumulus and the Shiinagaれ よigunga Site. This area is indispensable to understand

the culture cultivated by the River Yodo.    The recent excavation surveys which have revealed

traces of Palacohthic men, the so‐called  first inhabitans of the Mishima district,  have attracted

the attention of the whole country. In the near future, it may be more possible to reconstruct a

picture of prehistOric tilnes.

It is our duty tO keep and prOtect valuable cultural places and objects, However, due tO

the waves of rapid and continuOus deve10pment, these valuable cultural prOperties are being lost

allnOst daily, and are difficult to preserve and protect.

The Board Of EducatiOn Of Takatsuki_city excavated the GungeixnashirO Site frOm 1974 to

1975. This report deals with the results Of thOse investigatlons.   In this repOrt, the artifacts Of

the PalaeOhthic Age in particular are dealt with in detal, but the villages Of the Nara PeriOd

are mentiOned at the same time. It would be gratifying if this report cOuld cOntribute in any

way to knowledge Of the PalacOnthic Age Or tO the recOrd of  the ancestors Of modern Japanese

peOple。

In addition, we would hke to thank the persons and the bOdies cOncerned fOr their assistance

and encOuragement.

March, 1978

Shogo rhrai

The Superintendent,

the BOard of Education Of Takatsuki_city



I LOcatiOn and Environment

Takatsuki is situated in the nOrthwest Of the plains of Osaka, and the River Yodo streams

on the sOuth Of the city. The city can be broadly divided intO three areas, i. e., the mOuntain‐

ous area, the hill area and the plain area. The hll area can be clearly distinguished frOm the

plain area due tO a fault. FrOm the mOuntainous area three rivers, the Rivers Hio, Akuta and

Nyoze run thrOugh this city and fIOw intO the River Yodoo   On the west Of the Akuta River

there is the Nanpeidai Hills,and the 10w terracc(Tonda pebble layer)is located On the sOuth side

of the Nanpeidai Hins fOrmed by the River Akuta.     The 10w terrace which is tanguc‐ shaped

from south to nOrth covers an area of about 8 square kilometres. The height of the 10w terrace is

14-32 metres above the sea■ evel, and the relative height with the aHuvial plain is 5～ 10 metres.

The Gungei=nashirO Site is IOcated at the centre Of the lOw terrace, and covers an area

measuring apprOxilnately O.5× 0。 4 kilometres. On the west of the site the River Nyoze flows

from east tO south, and the relative height with the River Nyoze is approxilnately l metre.  The

10w terrace where the Gungeilnashiro Site is iocated has a large number Of sites frOれ は the Pala_

eohthic Age to twelfth century, and there are about 10 tumula on the Nanpeidai Hilis. On the

contrary, on the east Of the River Akuta there spreads an alluvial plain directly frOm the hill area.

There are differencics between the east and the west Of the River Akuta  as  regards place,

number,scale,etc.Of late, the remains Of the Palacolithc Age were fOund One after anOther

in the low terrace. TherefOre, it becOmes possible to grasp the distributions of the artifacts.

I Process of Research

The proposed cOnstruction of the Mishilna Senior rhgh school by the BOard Of EducatiOn,

Osaka Prefecture necessitated excavation of the building fOundatiOno Since 1969, the excavations

were carried out sevaral ti=nes, The Gungeilnashiro Site was unearthed together with the discOv_

ery of the villages Of the Nara Period. According to the investigatiOn carried out in March,

1970, the rehcs Of the Palacolithic Age were fOund in the yenOwish brown sandy clay bed which

was the actual surface during the Nara Period.

In March, 1973, the area between the Mishima SeniOr High School and the River Nyoze

was decided tO be deve10ped. It cOvers an area measuring 35× 130 metres. AccOrding to the in‐

vestigation in August, 1973, the distributions of the remains Of the Nara Period were cleared, and

the excavation work was started.

The invesigatiOn was carried Out from October 15, 1973 to Apri1 30, 1974, and the fun_scale

investigatiOn of the PalacOhthic Age  Site was went on frOm  the beginning of March tO the

end Of April, 1974.

Ⅲ InvestigatiOn Of Site                   ′

HithertO, various methOds have been used fOr investigations on the PalacOhthic Age sites.

However, the emphasis has been placed upon the spOts Of the artifacts excavated and the

stratificatiOn.



The Gungeimashro Site is the single layer(yel10wiSh brOwn sandy clay bed).Therefore,

the states Of the rehcs excavated and their distributiOns were thrOughly investigated. The site

was iaid Out in a fifty― centilnetre grid system.

The tool used for excavation was a narrow knife fOr Western dishes. AII the rchcs recov_

ered were kept as they were until they were photographed and figured. The figures of the rehcs

were written in their actual sizes in order to stand the Hinute and many― sided research.

Ⅳ Sites

Thc PalacOnthic Age Site investigated is divided intO many BIocks cOntaining stOne ilnple‐

ments and pebbles. In Area C, eight Groups(Groups A～ H)were confirmed. The stOne

artifacts Of the PalacOhthic Age were contained in the yenOwish brOwn sandy clay bed which was

the actual surface during the Nara Period. The reLcs recovered fro■ l GrOups C tO H cOnstituted

respect�ely a sinilar oval sphere with a majOr a� s Of abOut 8 metres and a minOr a� s Of

about 6 metres. Almost the same stOne assemblage appeared fOr each grOup. One GrOup consists

of four smaI BIOcks. It is shOwn that a 10t Of wOrk, such as cOOking and making stOne imple‐

ments was dOne in each B10ck.

The Only pit in this site was found at the sOuthwest Of BIOck Fl, and has a maiOr axis of

l.4 metres, a ninor axis of O。 75 metres and a depth Of o.15 metres.

V Artifacts

The reLcs of the PalacOlithic Age Site can be brOadly divided intO stone i=nplements and

pebbles. The stOne i=nplements cOnsist of knife blades, end‐ scrapers, gravers, flakes with secOn_

dary wOrk, flakes with use marks, wing― shaped flakes, blade fiakes, flakes, wing― shaped flake

cores, blade flake cOres and haπュニnerstoneso These stone i=nplements were, for the most part,

brOught tO the site as finished tOOls.

The material used fOr the stOneimplements was mainly sanukite. However, chert, indurated

shale, tuff, iron‐ quartz, rhyohte, quartzite and clay slate are also used in sOme cases, For ex‐

ample, chert is used for One end‐ scraper, 3 gravers, 3 flakes with use marks, and 7 blade flakes,

indurated shale for one end‐ scraper, tuff for One flake with use marks, irOn_quartz fOr 3 flakes

with use marks, rhyOnte for one blade flakes, quartzite fOr Onc hanlinerstone and clay siate fOr 3

hammerstOnes.  This stands Out in sharp contrast to the fact that the knife blades and

wing‐ shaped flakes are made of sanukiteo  MOreOver, most of the other rOcks, except for

sanukite, cannot be found in the Kinki district. These rocks were transported frOm the HOkuriku

district.

A large number of pebbles was fOund at the Palacohthic Age Site. However, they were

mostly broken thrOugh use. In particular, remarkable changes from fire can be seen on the

surfaces of the sandstOne, mudstOne and diabase.On the other hand,there were no marks of ther_

mal changes on the surface Of the chert Of which mOst Of the pebbles are made,  as chert is a

metamorphic rock.  The pebbles bound and restOred are apprOxilnately fist_size river_beach

stones. It is thought, therefOre, that the pebbles were brOught frOm the River Nyoze nearby。



VI COnclusiOn

This investigation of thc PalaeOhthic Age Site is the arst Fu11-scale excavation survey in the

Kinki district, and provides useful reference materials for the study of the Kou Culture which

extended al1 0ver western Japan.

The site is iOcated in a 10w terrace dated 26,000± 800 BoP. by the C14 methOd. The stone

artifacts of the PalacOhthic Age were cOntained in a yellowish brOwn sandy clay bed deposited

On this low terrace. Observation of the cross‐ seCtiOn reveals that there was thick gravel below

the ciay bed.

This is cOnsidered to be the old River Nyoze. It is assumed, therefore, that there was a

rapid change Of chmate before the fOrmation of this siteo lt became clear that the date Of the

10w terrace(Tonda pabble layer)meaSured by the Ci4 methOd was not useful for dating the

Kou Culture.

The Palacohthic Age Site has a lot of pebble grOups and stOne irnplement groups. A

pebble grOup, the so‐ called Reki‐ gun, is a sort of stone heap. We named it a `Block', and four

B10cks make up one GrOup.We found eight such Groups(Groups A～ H)。

Each GrOup has a sirndar distribution range of remains and the same number Of BIOcks.

Therefore, it can be cOnsidered that One GrOup shows the sphere of activity of a number Of in‐

dividuals. ObservatiOn Of the stOne i=nplement in each GrOup reveals a typical stOne assemblage

of the Kou Culture, and GrOups show the ciose silnilarity in the working stages as regards the

making or stone ilnplements. In particular, cach GrOup has One end‐scraper, and a further

simlarity in that the end‐ scraper was found at the edge Of the central pebble group. Judging

frOnl its functiOn, the end_scraper is thOught tO have been a tool fOr women. On the other hand,

the manufacture Of stone i=nplements is considered to have been done by men. A GrOup includ‐

ing tools used by bOth men and wOmen possibly shows the territory of a fattlily.

The next problem is that of the place Of dwelling(the sieeping place)。 On PalaeOlithic Age

sites in Japan, pebbles, stone tools and charcOal grains have been unearthed, but other rehable

artifacts have not been found. In general, it can be inferred that a stone hearth was placed in

the centre Of the dwening where pebbles and charcoal grains were concentrated. However, from

the unevenness of the pebble faces, the place where stone‐ tools were produced and the binding

condition Of the pebbles, there is a high possibility that the dwening itself existed somewherel

where there were no remains.

TO mentiOn the end_scraper again, the locatiOn where it was used is thOught to have been

h■lited in view Of its functiOn.

FurthermOre, considering where the end‐ scraper was unearthed and the disposition of Blocks

in each GrOup,we can conjecture that the dwelhng of each GrOup was as fOl10ws:

GrOup F : southGrOup C i north

GrOup G : east

GrOup 正): west  ′

Group rl i north

The binding and discriininating work was dOne for aH the stone ilnplements recovered. It

became clear frOm the results that most of the stone tools were brOught tO the site as finished

tOols, and that the stOne tools mandfactured inside the site were unexpectediy few in number.



The stOne ittnplements produced were taken tO the next camp, and the many flakes remaining

from their manufacture were excavated frOm the layer which alsO cOntained a 10t Of stOnc ilnple_

ments and pebbles. From this, it can be cOnsidered that stOne tools were made in one camp

when Palacohthic man moved tO the next caコ np.

AccOrdingly, the differences in location of the spots where the flakes and the finished toOIs

were unearthed are Of great importance in the study of restOring the working situation  and fur‐

ther the life of PalaeOnthic man. It is thought that a pebble grOup was used for cOoking. FrOm

the circumFerence of the grOup,wing‐ shaped flakes,knife blades(Ⅱ )and big flakes were recov‐

ered. These tOOis were generany finished ones, and it scems highly possible that they were

abandoned after use at One site.

The stOne assemblage Of the Kou Cuhure is shown in Table l. The material used for

stone irnplements was mainly sanukite. However, there were several other types Of rOck intrOduc_

ed frOm the Hokuriku district, This reveals that there was some exchange between the peOples

Of that age, On the other hand, many Setouchi techniquc stone ilnplements were found in the

Hokuriku district, The distribution runs as far as Toyama Prefecture, Niigata Prefecture and

Yamagata Prefecture.

Lastly, sOme mention must be made Of the functiOn Of knife blades. Knife blades are pre‐

dOminant in the stOne asseコ nblage. It was once considered that they were used fOr cutting. HOw_

ever, in view Of their sharp heads, at present they are thought tO be spears. There are two the‐

ories of hOw they were used,ioc.,1)aS pOinted heads and 2)as arrOwheads.It has aに O been

suggested that they were combined tOOIs, but that is not thought tO have been very hkely at the

present stage。

As shown in Fig. 11, the length, width, thickness and weight Of the completed knife

blades were measured, and cOmpared with the tanged points and stOne arrowheads. The width

Of the stOne irnplements was decided by the shaft tO which they were adheredo lt is clear frOm

this Figure that the widths of the knife blades and the stone arrowheads are approxilnately the

same, but the tanged points are wider at about 2-3.5 centilnetres,

The shapes and measurements of the stOne irnplements are inseparably related with the

stone‐ making techniques. The cross― section of a knife blade is a trapezium and they are heavy,

because blunting was done so as to narrow the width Of the wing_shaped flake and tO sharpen

the head.On the other hand, the tanged points and arrowheads are trimmed bifacia‖ y and very

■linutely from indeter■ linate flakeso Therefore, thesc have uniform length, width and thickness。

They are shaped Lke a cOnvex lens in section and are light. In this way, the difference between

the stOne‐ making techniques influences shapes and measurements of the stone i=nplementso COn‐

sidering that mOst of the knife blades weigh approxilnately 5 grams, it seems very likely that

they served the functiOn of arrOwheads。       ′



PLATES
l a.Aerial View of the GengeimashЮ  Site       14 ao Mng‐ shaped ttakes and Hammerstone from

b.Distant View Of the CungeimashiЮ  Site       crOup A(Side B)

(seen fЮm he souh)                  b.ditto(Side A)

2  General View Of the Survey Area(s∝ れ   15 ao Wing‐ shaped Flakes and Flakes frOm Group

fЮm the sOuth)                   A(1)

3a.Cenerd View of the Excavaion Area(seen   b.dib(2)

抒on the sOutheast)                  c.dito(3)

b.General Vlew Of the Excavation Area(seen     d.副 akes frOm Grcjup A

from the nOrthwest)                16 a.副 akes fЮ m GrOup A

4 a, State of the Rdics Excavated in CrOup A        b.Flakes from GЮ up B

(seen fЮm the sOuh)             17 a.Knife Blades, Wing・ shaped Flakes and

b.State Of the Rehcs Excavated in Group B        Flakes ttom GrOup B(SIde B)

(s∝n fron the ncjrthwe載 )             b.ditto(Side A)

5 a,Statt of the Relics Excavated in GЮ up C    18 a.Knife Blades fЮ m Group C(Side B)

(s∝n ttom the nOrthwest)               b.dito(Side A)

b. 説att Of he Rclics EKCaVattd in Block Cl    19 a.Knife Blade, Gravers, Flatt w■ h SecOndary

(s∝n fЮm the west)                   Work and Flatts with Use Marks ttom

6 a.&att of the Rettcs Excavatedね GrOup C      Group C ISide B)

(seen fЮm the west)                  b.ditto(Side A)

bo State Of the Rclics Excavated in Block C2    20 a.Flakes with Use Marks and Wing‐ shaped

(s∝n fЮm the south)                   副aに fЮm Group C(Side B)

7 a,State Of the Rchcs Excavated � Bbck Da      b.dito(Side A)

and GrOup F(seen fЮ m the west)       21 ao Wingoshaped Flakes frOm GrOup C(Ы de B)

bo State of the RcIた s Excavated in Block D4      b・ di的 (Side A)

(seen fЮm the west)              22 a,WIng‐ shaped Flakes from Group C(Side B)

8 ao State of the Rcics Excavated ln GrOup F      b.ditto(Shide A)

(s∝n ttom the sOuheast)            23 ao Wing‐ 説aped Flakes and Hammerstone rЮ m

b,State Of the Relcs Excavated in Bl∝ kF:       GrOup C(SIde B)

(s∝n fЮm the south)                  b.dito(Side A)

9 ao State Of the Rdics Excavated in Block F1     24 a. Bound Flake and End_scraper from GrOup C

(seen fЮm tlle south)                   (Side B)

bo State of the Artifacts Excavated in Bl∝ k Fi      b.ditO(Side A)

(s∝n fЮn the sOuth)                  c.Flakes from Block Ci

10 ao Statt Of he Rclics Excavated in Group G      d.Hakes frOm Bl∝ k Ca

(seen fЮm dle south)               25 a.Flatts ttOm Bl∝ k C2

b.State of the Rclics Excavated in GrOup G      b.Flakes fЮ m Block c4

(s∝n ttom the south)              26 a.Knife Blades and Blade ttakes frOm GrOup

ll a.State Of the Rehcs Excavated in GЮ up H        D(Side B)

(seen fЮm the west)                 b.ditto(SIde A)

b. State of the Reics  Excavated in B10ck I11       27  a. 副akes with Use Marks,   End‐ scraper and

(seen fЮm the west)                   Wing・ shaped ttakes ttOm GrOup D(Side B)

12 a. Knife Blades frOm GrOup A(SIde B)          b.ditto(SIde A)

b.dito(SIde A)                   28 a.WIng‐ shaped Flakes frOm GrOup D(Side B)

13 a.Knife BIades, Flake wih Secondary WOrk      b.dito(SIde A)

and WIng‐ shaped Fiake ttOm Group A(Side B)     c,Wing‐ shaped Flakes fЮ m GrOup D(Side B)

b.ditto(Side A)            d.dttto(Side A)



ao Mng‐ shaped ttate,一 Wing‐ shaped‐ Flake

Cores and ttake FЮ m GrOup D(Stt B)

b.d�o(Side A)

ao Wing‐shaped ttatt Core and Flake from

GrOup D(罰 de B)

b.dito(Side A)

a.Hakes fЮ m Block DI

b.Flakesと Om Block Da

a.師 e Blades from GrOup E(Side B)

b.ditO(Side A)

a.Knife Blades frOm GrOup E(SIde B)

b.dito(Side A)

a.KniFe BIades fЮm Group E(Side B)

b.ditto(Side A)

a.Knife BladesとOm GrOup E(Side B)

b.dito A)

a. Flake with Use Marks,  Blade Flake and

Mng,shaped ttakes frOm GrOup E(SIde B)

b.dito(Side A)

a.Wmg‐shaped  Flakes,  Prepared・ 』atform

副ake,Ы ade Flake COres, Flake and WIng_

shaped Flake COre fЮ m GrOup E(Side B)

b.ditto(Side A)

a.Wing‐ shaped Flake Cores and Bound ttakes

from GrOup E(Side B)

も.dito(Side A)

a.Wng‐shaped Flake Core and Bound ttake

from GrOup E(1)

b.dito(2)

c.dltto(3)

a.Flakes frOm Group E

b.Flakes frOm GrOup E

a. Knife Blades and End‐scraper from GЮup F

(Side B)

b.ditto(Side A)

a.Gravers, Blade Flakes and Mng‐shaped

副akes ttOm GrOup F(Side B)

b.dito(SIde A)

43 a,Wing‐ shaped ttakes frOm Oroup (Side B)

b.dito(Side A)

a.Wing_shaped Flakes and Wing‐ shaped ttake

Core fЮ m GrOup F ISide B)

b.ditto(Side A)

a.Bound ttakes and HammerstOne from

Grcjup F(Side B)

b, ditto(Side A)

Graver and Bound Fla睦 fЮm Group F

a.副akes frOm Block FI

b.Flakes frOm Bl∝ k Fl

a.Flakes fЮ m BI∝kF二

b.Flakes fЮ m B10cks F2,F3and F4

a. Knife Blades  and End.scraper from CIoup

G(Side B)

b.d的 (Side A)

a.Wng‐ shaped  ttakes  fЮ m CrOup G

(Side B)

b.ditto(Side A)

ao Wing‐shaped ttakes and Flatt fЮ m CrOup

G(Side B)

b.ditto(Slde A)

ao Wing・ shaped ttakes, 副ake and Wing,shaped

Flake Core fЮ m Group G(Side B)

b.ditto(Side A)

a.Flakes and BOund  Flakes from GrOup G

(SIde B)

b.ditto(SIde A)

a. Flakes from Group G

b.Flatts ttOm GrOup G

a. 副akes frOm GrOup G

b. nakes from GrOup G

a.Knife Blades and End‐ scraper from GrOup H

(Side B)

b.ditto(Side A)

a.Flakes with Usc Marks and ttakes fЮ m

GrOup H(Slde B)

b.ditto(Side A)

a.Wng・ shaped Flake Cores, Flake and

Wing‐ shaped Flake fЮ m CrOup H

(Slde B)

b.ditto(Side A)

a.Bound Hakes from GrOup H(Side B)

b.dittO(Side A)

c.副akes FЮm Blocks Hl and H2

a. Flakes frOm Block H3

b.Flatts ttom Block H4

a. Knife  Blade   and  End‐ scrapers   Collect6d

fron the GrOund Surface(5駐 B)

b.ditto(Side A)

a. End‐ scrapers,  Graver,  Blade Flakes, Flake

and Hammerstclne Conected fron the GЮ und

Surfacc(Side B)

b.ditto(SIde A)



63 a.WIng.shaped Flakes,  Wing‐ shaped Fla隆    88 Deve10pment and Det� 1 0f‐ End_scraper from

Core and Flakes COIlected fЮ m the Ground      GЮ up F

Surface(Side B)              89 Knife Blades ttrOm GrOup A

b.dittO(Side A)                  9o Knre Blades,Flatt with secOndary Work and

64 a.Flakes cる 1腱cted ttOm the GrOund Suれ ce       WIng_shaped Flakes ttOm GrOup A

b,StOne ArЮwIIcads ttllected  ttOm the    91 Wing‐ shaped Flakes and Hammerttone ttOm

GrOund Surface                                       GrOuP A

65 a,PebЫes fЮm GrOup A                    Knife Blades and Wing‐ shaped  Flakes 缶om
b.Pebbles fЮm GrOup B                     GrOup B

c. PebЫ es fЮm BIOck C1                      92 Knife Blades frOm Group C

66  a. Pebbles from Block C1                           98  Cttavers,  Flake  with  sる condary Work and

b.Pebbles ttOm B10ck C2                        ΠakeS wih use Marks frOm Group C

67 a,PebЫes frOm B10ck C2               94 Flake wih use Marks and Wmg_shaped Flakes

b.Pebblω  fЮm B10ck C3                  frOm GrOup C

68 a. Pebbles frOm BIock c4                     95 Wing‐ shaped Flakes fЮ m GrOup C

b.Pebbles frOm BIOck Dl                  wing‐ shaped ttakes,Hammersto礎 ,BOund ttakes

69 ao Pebbles frOm BIOck Di                      and End_scraper from GЮ up C

b, Pebbles frOm Block D2                            97  Knife Blades,  Blade Flakes  and ttakes  with

70 a,PebЫtt fЮm B10ck D3                   USe Marks fЮ m GrOup D

b.PebЫ es fЮm B10ck D3               98 End‐ scraper and Mng.shaped ttakes とOm
71 a,Pebbles frOm BIock D3                    GrOup D

b.PebЫes ttOm B10ck D4              99 Wing‐ Shaped ttakes and Wingャ shaped ttake

72 a.Pebbles frOm GrOup E                       oores frOm GЮ up D

b.PebЫ es frOm GrOup E              100 Flakes and Wilng‐ �aped Fla隆  働 re frOm

73 ao Pebbles fЮ m BIOck Fl                  GЮ up D

b. Pebbles frOm BIock Fl                    101 Knife Blades frOm GЮ up E

74 a, Pebbles frOm Bl∝ k F2                    102 Knife Blades frOm GrOup E
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a.A群 出上の翼状系」片・叩き石 (B面 ) 約%

b。 同 上 (A面 )
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a.C群 出上の使用痕のある象1片 ・翼状剖片 (B面 ) 約%

b.同 上 (A面 )
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a.C群 出上の翼状子1片 (B面 )

b.同 上 (A面 )
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a.C群 出上の翼状手1片 (B面 )

b。 同 上 (A面 )
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b.同 上 (A面 )
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a.D群 出上の使用痕のある崇J片 ・掻器・翼状剰片 (B面 )
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b。 同 上 (A面 )
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